
※入札公告を必ず確認してください。（海老名市ホームページに掲載しています） 

   入札案件概要書（工事） 契約番号：7116 

件  名 海老名市食の創造館蒸気配管改修工事（２階・ボイラー室系統） 

履行場所 海老名市中新田四丁目 12 番２号 

工  期 令和 7年 6月 3日～令和 7年 9月 30 日(120 日) 

工事の内容等 別紙 仕様書等 のとおり 

予定価格 29,040,000 円（税込） 26,400,000 円（税抜） 

最低制限価格 有り（事前算定型） 

 詳細は海老名市最低制限価格等取扱基準及び入札説明書等を参照してください。 

入札方法等 条件付一般競争入札（電子入札） 

質疑 
（仕様等に関する事項） 

所定の書式により、FAX で受け付けます。 
電子入札システムの機能は使用しないでください。 

    

参 

営業種目 
090 管   

経審 - 点以上  - 点未満  

○下請契約の請負代金の合計の額

が５千万円（建築一式工事の場合は

８千万円）以上となる場合には特定

建設業の許可が必要です。 

併せて、主任技術者に代えて監理技

術者を配置すること。 

加 

発注区分 
詳細は入札公告で確認し
てください。 

第 1 区分 
第 1・第 2 区分の入札に初めて参加する場合は、営業
実態調査票及び認定書の写しを提出してください。 

条 その他の要件 
告示日現在で社会保険（健康保険、厚生年金保険及び雇用保険）に加入している

こと。  ※法令に基づき社会保険適用を除外されている場合を除く 

件 落札件数制限 
あり （第 1区分及び第 2 区分の同日開札の工事で、基本数 1 件まで） 
詳細は入札説明書等を参照してください。 

配置技術者等の 
兼任について 

本案件に配置する主任（監理）技術者及び現場代理人は、工事・コンサル・
一般委託の区分を問わず同じ開札日の他の案件に配置できません。 

事前提出書類 
 (システム添付） 

参加資格確認申請時に次のファイルを添付してください。 

ファイルは一つにまとめてください。 

○告示日現在で社会保険（健康保険、厚生年金保険及び雇用保険）に加入してい

ることを証する書類の写し。（次の（1）～（3）のいずれか） 

（1）経営規模等評価結果通知書・総合評定値通知書（経営事項審査）の写し 

※経営事項審査の有効期限内の通知書を提出していれば提出不要 

（2）（同通知書発行後に社会保険に加入した場合）健康保険、厚生年金保険及び

労働（雇用）保険料の領収書の写し 

（3）（法令に基づき社会保険適用を除外されている場合）健康保険、厚生年金保

険及び雇用保険の加入義務がないことの届出書 

入札時提出 
(システム添付) 

○入札金額積算内訳書 
別添のエクセルファイル「入札金額積算内訳書（工事入札時システム添付）」をダウ

ンロードして使用してください。システムへはＰＤＦ化して添付してください。 

落札候補者が 
提出する書類 

(FAX046-232-6574) 

開札後、落札候補者は次の書類をＦＡＸで提出してください。 
(落札候補者決定の翌開庁日午前 10 時まで。詳細は開札後 FAX で通知します。) 

○配置技術者等に関する書類 

○建設業許可の確認できる書類 

 
※健康保険被保険者証の写しを提出する場合は、被保険者等記号・番号及び

保険者番号（３箇所）にマスキング(黒塗り)をして提出してください。 



海老名市食の創造館蒸気配管改修工事（２階・ボイラー室系統）

内容説明事項書

海　老　名　市



上記諸条件に依る見積に必要な図書は下記とする

(1)設    計    図　･････････････････････････････････････

(2)内容説明事項書(本書・環境配慮マニュアル) ･･･････････････････

(1)数　　量　　書  ･････････････････････････････････････

　２階屋上：熱風発生装置の往き管、還り管の改修

2. 工 事 場 所 海老名市中新田四丁目12番２号

3. 工 事 概 要 海老名市食の創造館の老朽化した蒸気配管の改修工事を行うもの。

(1)建物構造

　 鉄骨造２階建て

1. 工 事 名 称 海老名市食の創造館蒸気配管改修工事（２階・ボイラー室系統）

(2)工事内容

①機械設備

　１階天井：熱風発生装置及び貯湯槽の還り管系統の改修

5. 設 計 図 書

21 枚

5 枚

6. 数 量 書 21 枚

4. 工 事 期 間 令和7年6月3日 から 令和7年9月30日 まで

9.その他の事項

項　　　目 適　　用 内　容 備　考

※数量書は、発注者の積算の透明性、客観性、妥当性を確保し、入札参加者等の積

算、工事費内訳書作成の効率化を図ることを目的に参考数量として公表するもの

である。

　本工事の実施に当たり、建築基準法、消防法、その他各関係法令・規則等
を確実に遵守すること。

8. 官 公 署 手 続 官公署手続きは、全て受注者の責任と負担に於いて行うこと

7. 法 令 の 遵 守

(1)事業区分

□ 補助事業

■ 市単事業
　①事業区分

(2)工事監理体制

■ 市担当者

□ 外部委託者
　②工事監理体制

給食調理施設として運用中
である

安全対策を施し、各関係者の安全確
保を図ること

(3)工程関係

　①工期内施設利用 ■ 有 □ 無

　③施工時期の制限 ■ 有 □ 無

　②関連工事、
　　その他工事

□ 有 ■ 無

主たる施工期間は夏休み期
間内とすること

（参考）夏休み期間
令和７年７月21日から
令和７年８月26日まで

　⑤協議未成立事項 □ 有 ■ 無

　④施工時間の制限 □ 有 ■ 無
施設運営に支障のないよう留意する
こと

　ボイラー室：ボイラー、貯湯槽及び蒸気ヘッダー系統の往き管、還り管の改修

　上記に伴う、保温及びバルブ等機器類の改修

②電気設備

　蒸気配管改修に伴う、照明器具等の取外し・再取付

③建築

　蒸気配管改修に伴う、１階天井の撤去・復旧



　②使用制限

「18 工事関係様式」内、工事提出書類チェックリストによる

　⑤工事完成時期

蒸気配管の現場施工は試運転も含め、原則夏休み期間中に完了し、８月中に市
の確認を受けること
※ただし、電動弁について夏休み期間中に納品できない場合は、既存機器を再
取付し、納品後に更新とする。また、その費用を見込んでおくこと

数量書による

　①各種調査

■ 有 無□

　①現場照査等

　②公衆災害

　③原形復旧

　①適用基準等

■ □有 無

本工事における振動・騒音・粉塵・悪臭等については、特に注意し、付近住民
とのトラブルについては、受注者の責任において解決すること

夏休み工事前の施工調査は
原則、施設稼働停止日の土
日とするが、施設運営に支
障のない時間においては平
日も可とする

（参考）平日の現場調査可能時間
　　　　調理室：午後
　　　　洗浄室：午前
　　　　２階、ボイラー室：終日可

市では、海老名環境マネジメントシステムの運用に伴い、｢公共工事環境配慮
マニュアル｣が適用となった。よって本工事では、その環境配慮マニュアルに
基づき別紙の項目で対象となる作業について環境配慮に努めること

(9)その他

　④法定外の労災保険の
　　加入

本工事において、受注者は法定外労働災害補償制度（法定外の労災保険）に加
入すること。また、受注者は保険契約を締結したときは、発注者にその証券等
を提示すること。

　②工事完成図書

　③海老名環境マネジメ
　　ントシステム

■ 海老名市ホームページ－検査担当からのお知らせ

■ 海老名市ホームページ－営繕課担当事務

「海老名市営繕工事　工事提出書類作成等の手引き」による

■ 海老名市ホームページ「海老名市公共工事共通事項書」適用図書による。

工事範囲内の備品類の移動及び養生、清掃については、受注者の責任において
実施し、工事後は原形に復すること

事前調査を十分に行い、不明確な部分は工事打合簿により施工前に市監督員と
協議し、確認をとること

　関係法令、規則等を遵守す
　るのは当然のこと右記事項
　にも配慮すること

(8)現場対応

揮発性有機化合物等

本工事に使用する材料は、揮発性有
機化合物等の放散しないもの又は放
散量の少ないものを使用すること(Ｆ
☆☆☆☆使用)

(7)各種調査、使用制限

　③その他
　 （特別産業廃棄物等）

□ 有 ■ 無

　②建設副産物
　　建設廃棄物

■ 有 □ 無

(6)建設副産物関係

　①建設発生土 □ 有 ■ 無

(5)支給品

　①支給品について □ 有 ■ 無

受注者対応

　④濁水・湧水処理にお
　　ける特別な対策等

□ 有 ■ 無

　③工事用電力、
　　水の利用

□ 有 ■ 無

受注者において、発注図を参考に作
成し、事前に施設管理者及び市担当
者等の承諾を受けること

図示(A-1)

　②交通誘導員 □ 有 ■ 無

　①仮設計画 ■ 有 □ 無

(4)仮設関係

項　　　目 適　　用 内　容　等 備　考



        公共工事において配慮すべき環境要素

(6)景観

①その土地の現在の景観

②その土地に現在ある眺望地点とそこからの景観

③道路等、都市基盤施設がもたらす景観

⑤まだ使用可能な製品

⑥鉄骨・鉄筋・その他の金属類の切りくず

２　地球環境

(1)資源
①石油類・金属・水・岩石等の鉱物資源

②木材等の森林資源

(2)大気

①公園、屋外体育施設又は工事などで発生する砂塵による迷惑を考慮すべ
き局地的な大気環境

③フロンガス、二酸化炭素等の放出による影響を考慮すべき地球規模の大
気環境

(3)水質

①公園、屋外体育施設、駐車場などの排水の影響を受ける水系

②土地の改変等による濁水等の影響を受ける水系

③土木工事により影響を受ける地下水

(4)動植物 現にその土地に生息するか、又は最近まで生息していた動植物

(5)歴史的遺産
①地表に存在する文化財、遺跡等

②埋蔵文化財

⑦不要木材

⑧PCB等の毒性物質

⑨その他の建設廃材

  海老名市の公共工事において配慮の対象とすべき環境要素は、以下の一覧表のとおりとする。これらの環境要素は、工事施
工過程の環境負荷の低減はもとより、公共工事の成果として地域及び地球環境に有益な影響が得られるためには不可欠なもの
である。

環境要素一覧表

大分類 中分類 小分類

１　地域の自然環境・
景観

(1)緑

①自然林、草原など面的な広がりを持つ緑

②堤防、土手、法面、並木などの樹林帯又は草原など線的な連続性を持つ
緑

(2)地形・地質 その場所本来の地形・地質とそれに依拠する生態系

(3)水辺 河川や水路などとその堤敷及びそれに依拠する生態系

②コンクリートガラ

③アスファルトガラ

④伐採材

②自動車の排ガス、ごみ焼却施設からのダイオキシン等による汚染を考慮
すべき地域的な大気環境

(4)土壌 畑、水田、砂利道等のほか舗装されていない剥き出しの地面

(5)建設副産物

①排出土

(6)熱帯林 コンクリート型枠などに使用され、減少を続ける熱帯林資源

(1)騒音

①工事作業機械の稼動による騒音

②工事用車両走行による騒音

③公園、野球場、陸上競技場等屋外体育施設での騒音

④施設の空調機等電気・機械設備の騒音

３　生活環境

(2)振動
①工事作業機械の稼動による振動

②工事用車両走行による振動

(3)悪臭 しゅんせつ土等の悪臭

(4)電波障害 大規模建築物による電波受信状態への影響

(5)日照障害 大規模建築物による日影時間への影響

(6)地域生活環境

①公園、野球場、陸上競技場等屋外体育施設又は他の施設等の夜間照明に
より影響を受ける周辺住民の生活環境

②道路整備におけるルート又は道路構造による地域分断

③歩道若しくは道路横断施設又はその他の公共施設等における高齢者・障
害者の安全な通行・歩行環境

④大規模建築物の駐車場等への出入り車両により影響を受ける交通の安全
性

⑤工事車両の出入りにより影響を受ける交通の安全性



□　設計・施工時に配慮する事項

□　設計・施工時に配慮する事項

工事作業機械・車両運行

低騒音・低振動型作業機械を使用する。 3-(1)-①

排ガス規制に適合した作業機械・車両（ディーゼルエンジン）を使用す
る。

2-(2)-②

周辺住民の生活を妨げないように作業時間帯を設定する。
3-(1)-①②
3-(2)-①②
3-(6)-⑤

道路以外の場所に作業機械搬入車両、ダンプトラック等の待機場所を確保
する。

3-(6)-⑤

工事用作業機械・車両の待機中はアイドリングをしない。
2-(2)-②
3-(1)-①

埋め戻し 現場内排出土及び再生砕石を使用する。 2-(5)-①②③

排出物

材種別に分別収集し、リサイクルできるものは必ず再生プラントへ搬入す
る。

2-(5)-①～⑨

廃棄物の適正処理（マニフェスト管理） 2-(5)-①～⑨

フロン等の適切な管理・処分を行う。 2-(2)-③

排出土処理

極力現場内での利用を図る。 2-(5)-①

搬出する場合は他の市内工事での有効利用を図る。 2-(5)-①

排出土中に他の廃棄物が混入しないよう分別する。 2-(5)-①

掘　削

排出土の発生を抑える設計を行う。 2-(5)-①

周辺住民の生活環境への影響を考慮し、騒音・振動の発生を最小限に抑え
る。

3-(1)-①②
3-(2)-①②

６．機械設備工事
作業 配慮事項 環境要素

機械設備 低騒音・省エネ型のものを採用する。
2-(1)-①
2-(2)-③
3-(1)-④

断　熱 冷暖房施設の省エネのため、断熱構造とする。
2-(1)-①
2-(2)-③

工事作業機械・車両運行

低騒音・低振動型作業機械を使用する。 3-(1)-①

排ガス規制に適合した作業機械・車両（ディーゼルエンジン）を使用す
る。

2-(2)-②

周辺住民の生活を妨げないように作業時間帯を設定する。
3-(1)-①②
3-(2)-①②
3-(6)-⑤

道路以外の場所に作業機械搬入車両、ダンプトラック等の待機場所を確保
する。

3-(6)-⑤

工事用作業機械・車両の待機中はアイドリングをしない。
2-(2)-②
3-(1)-①

2-(3)-③

内　装
壁紙等はリサイクル製品を使用する。 2-(1)-②

ホルムアルデヒド等の低使用製品を使用する。 2-(5)-⑧

切りくず等のリサイクルに努める。 2-(5)-⑥

木　材 集成材の使用を検討する。 2-(1)-②

３．建物建築・改修工事
作業 配慮事項 環境要素

工事全体
周辺住民の生活環境への影響を考慮し、騒音・振動の発生を最小限に抑え
る。

3-(1)-①②
3-(2)-①②

掘　削 排出土の発生を抑える設計を行う。 2-(5)-①

石膏ボードはリサイクル製品を使用しない（廃棄処分時に有害物質が発生
する）。

2-(5)-⑧

鋼製型枠の使用を検討する。 2-(6)型　枠

鉄骨・鉄筋 切りくず等のリサイクルに努める。 2-(5)-⑥

金属類

排出土中に他の廃棄物が混入しないよう分別する。 2-(5)-①

砂利地業では再生砕石を使用する。 2-(5)-②③

搬出土処理

極力現場内での利用を図る。 2-(5)-①

搬出する場合は他の市内工事での有効利用を図る。 2-(5)-①

地　業

雨水排水 雨水の集水桝に浸透型を使用する。



数 量 書

令和7年度

工事名称

工事場所

工 期

工事概要 海老名市食の創造館の老朽化した蒸気配管の改修工事を行うもの。

海老名市食の創造館蒸気配管改修工事（２階・ボイラー室系統）

海老名市中新田四丁目12番２号

(1)建物構造

　 鉄骨造２階建て

(2)工事内容

①機械設備

　１階天井：熱風発生装置及び貯湯槽の還り管系統の改修

　２階屋上：熱風発生装置の往き管、還り管の改修

　ボイラー室：ボイラー、貯湯槽及び蒸気ヘッダー系統の往き管、還り管の改修

　上記に伴う、保温及びバルブ等機器類の改修

②電気設備

　蒸気配管改修に伴う、照明器具等の取外し・再取付

③建築

　蒸気配管改修に伴う、１階天井の撤去・復旧

令和7年6月3日から令和7年9月30日まで



工事費内訳 1

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接工事費

機械設備工事

1
式

計

共通費

共通仮設費

1
式

現場管理費

1
式

一般管理費等

1
式

計

工事価格

1
式

消費税等相当額

1 消費税率 10 ％
式

工事費

1
式



工事種別内訳 2

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

機械設備工事

1
式

電気設備工事

1
式

建築工事

1
式

計



機械設備工事 種目別内訳 3

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

食の創造館

1
式

計

電気設備工事  種目別内訳

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

食の創造館

1
式

計



建築工事 種目別内訳 4

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

食の創造館

1
式

計



機械設備工事 科目別内訳 5
食の創造館

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

蒸気設備

1
式

撤去工事

1
式

発生材処理

1
式

計

電気設備工事  科目別内訳
食の創造館

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

撤去工事

1
式

計



建築工事 科目別内訳 6
食の創造館

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

内装工事

1
式

発生材処理

1
式

計



機械設備工事 細目別内訳 7
食の創造館 蒸気設備

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

【1階天井】

（SR）

蒸気・一般配管用 溶接接合 屋内一般
ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管 改修 13SU 8

ｍ
蒸気・一般配管用 溶接接合 屋内一般
ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管 改修 30SU 26

ｍ
蒸気・一般配管用 溶接接合 屋内一般
ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管 改修 40SU 25

ｍ
蒸気・一般配管用 溶接接合 屋内一般
ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管 改修 50SU 5

ｍ
【2階】

（S0.3）

蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 50A 9
改修 ｍ
蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 80A 29
改修 ｍ
（SR）

蒸気・一般配管用 溶接接合 屋内一般
ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管 改修 13SU 14

ｍ
蒸気・一般配管用 溶接接合 屋内一般
ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管 改修 40SU 11

ｍ
蒸気・一般配管用 溶接接合 屋内一般
ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管 改修 50SU 12

ｍ
蒸気・一般配管用 溶接接合 屋内一般
ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管 改修 80SU 5

ｍ

機械設備工事  細目別内訳
食の創造館 蒸気設備

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

【ﾎﾞｲﾗｰ室】

（S0.2）

蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 80A 11
改修 ｍ
蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 100A 7
改修 ｍ
蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 150A 11
改修 ｍ
（S0.25）

蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 100A 9
改修 ｍ
（S0.3）

蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 100A 8
改修 ｍ
蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 125A 9
改修 ｍ
（S0.7）

蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 50A 14
改修 ｍ
蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 150A 11
改修 ｍ
（SR）

蒸気・一般配管用 溶接接合 屋内一般
ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管 改修 13SU 2

ｍ



機械設備工事 細目別内訳 8
食の創造館 蒸気設備

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

蒸気・一般配管用 溶接接合 屋内一般
ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管 改修 20SU 3

ｍ
蒸気・一般配管用 溶接接合 屋内一般
ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管 改修 30SU 6

ｍ
蒸気・一般配管用 溶接接合 屋内一般
ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管 改修 40SU 3

ｍ
（共通）

逃し弁高さ調整用 80A,100A
配管 1

式
【1階天井】

（SR）

伸縮管継手 複 式 40A
1

個
伸縮管継手 複 式 50A

1
個

管末ﾄﾗｯﾌﾟ装置 20A SUS
1

組
【2階】

ﾏﾚｱﾌﾞﾙ鉄及び 10K(ﾌﾗﾝｼﾞ) 80A(外ねじ)
ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄玉形弁 3
(MDS) 個
（AH-1.2.3）

電動二方弁装置 40A
3

組
青銅仕切弁 10K(ﾌﾗﾝｼﾞ) 20A

6
個

機械設備工事  細目別内訳
食の創造館 蒸気設備

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

蒸気ﾄﾗｯﾌﾟ装置 20A SUS
3

組
蒸気ﾄﾗｯﾌﾟ装置 50A SUS

3
組

圧力計 蒸気用
3

組
【ﾎﾞｲﾗｰ室】

（SB-1）

ﾏﾚｱﾌﾞﾙ鉄及び 10K(ﾌﾗﾝｼﾞ) 50A(内ねじ)
ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄玉形弁 6
(MDS) 個
鋳鉄弁-ﾏﾚｱﾌﾞﾙ鉄 10K(ﾌﾗﾝｼﾞ･ﾘﾌﾄ) 50A
及びﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄逆止 6
弁 個
（SH-1）（S)

ﾏﾚｱﾌﾞﾙ鉄及び 10K(ﾌﾗﾝｼﾞ) 100A(外ねじ)
ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄玉形弁 3
(MDS) 個
ﾏﾚｱﾌﾞﾙ鉄及び 10K(ﾌﾗﾝｼﾞ) 125A(外ねじ)
ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄玉形弁 1
(MDS) 個
ﾏﾚｱﾌﾞﾙ鉄及び 10K(ﾌﾗﾝｼﾞ) 150A(外ねじ)
ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄玉形弁 2
(MDS) 個
圧力計 蒸気用

6
組

減圧弁装置A 0.3MP 100-125
減圧弁100A,逃し弁65A,Yｽﾄﾚｰﾅ125A 1

組
減圧弁装置B 0.2MP 100-125

減圧弁150A,逃し弁65A,Yｽﾄﾚｰﾅ150A 1
組

減圧弁装置C 0.25MP 80-100
減圧弁80A,逃し弁50A,Yｽﾄﾚｰﾅ100A 1

組



機械設備工事 細目別内訳 9
食の創造館 蒸気設備

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

減圧弁装置D 0.3MP 80-100
減圧弁80A,逃し弁50A,Yｽﾄﾚｰﾅ100A 1

組
減圧弁装置E 0.2MP 80-100

減圧弁80A,逃し弁50A,Yｽﾄﾚｰﾅ100A 1
組

遮断弁装置100 遮断弁100A,SV100A
3

組
遮断弁装置125 遮断弁125A,SV125A

1
組

遮断弁装置150 遮断弁150A,SV150A
1

個
（SH-1）（SR）

一般配管用 10K(ﾌﾗﾝｼﾞ) 20A(内ねじ)
ｽﾃﾝﾚｽ鋼仕切弁 1

個
一般配管用 10K(ﾌﾗﾝｼﾞ) 40A(内ねじ)
ｽﾃﾝﾚｽ鋼玉形弁 3

個
ｽﾃﾝﾚｽ鋼Y形ｽﾄﾚｰﾅ 10K 40A

1
個

ｽﾃﾝﾚｽ蒸気ﾄﾗｯﾌﾟ 20A
1

個
（WHT-1）（S）

温調弁装置50 電動二方弁50A,SV80A
2

組
圧力計 蒸気用

2
組

（WHT-1）（SR）

一般配管用 10K(ﾌﾗﾝｼﾞ) 25A(内ねじ)
ｽﾃﾝﾚｽ鋼仕切弁 2

個

機械設備工事  細目別内訳
食の創造館 蒸気設備

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

一般配管用 10K(ﾌﾗﾝｼﾞ) 50A(内ねじ)
ｽﾃﾝﾚｽ鋼玉形弁 2

個
一般配管用 10K(ﾌﾗﾝｼﾞ･ﾘﾌﾄ) 40A
ｽﾃﾝﾚｽ鋼逆止弁 2

個
ｽﾃﾝﾚｽ鋼Y形ｽﾄﾚｰﾅ 10K 50A

1
個

ｽﾃﾝﾚｽ蒸気ﾄﾗｯﾌﾟ 50A
1

個
還水槽清掃 HT-1.2

1
式

保温工事 別紙 00-0001
1

式
錆止め塗装 別紙 00-0002

1
式

配管切断 別紙 00-0003
1

式
電動弁調整 AH-1.2.3,SH-1,HWT-1

1
式

計



機械設備工事 細目別内訳 10
食の創造館 撤去工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

配管類撤去 別紙 00-0004
1

式
ﾀﾞｸﾄ類撤去 別紙 00-0005

1
式

保温撤去 別紙 00-0006
1

式
計

機械設備工事  細目別内訳
食の創造館 発生材処理

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

発生材積込み ﾎﾞｰﾄﾞ･木材類 人力
5

ｍ3
撤去材運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 4t積級

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.28m3 石こうﾎﾞｰﾄﾞ類 5
DID区間有り 7.0㎞以下 ｍ3

発生材処分 金属くず
3

ｍ3
発生材処分 混合廃棄物

2
ｍ3

計



電気設備工事 細目別内訳 11
食の創造館 撤去工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

照明器具・感知器 取外し・再取付
1

式
電動弁電源・制御 AH-1.2.3,SH-1,WHT-1
線 取外し・再取付 13

か所
計

建築工事  細目別内訳
食の創造館 内装工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

養生 一 般 S造
地上階 131

㎡
内部仕上足場 棚足場

1
式

軽量鉄骨天井下地 19形(屋内) 1.5ｍ以上3.0ｍ未満
下地張りあり @360 ｲﾝｻｰﾄ含む 37.7

㎡
ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ 0.8t

19
㎡

化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 6t
（目透し） 下地石膏ボード9.5ｔ共 18.7

㎡
ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ見切 ｱﾙﾐ製
縁 41.5

ｍ
ｼｰﾘﾝｸﾞ（化粧ｹｲｶﾙ 一般部 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)
目透し部） 1

式
撤去費 別紙 00-0007

1
式

計



建築工事 細目別内訳 12
食の創造館 発生材処理

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

発生材積込み ﾎﾞｰﾄﾞ･木材類 人力
1.5

ｍ3
撤去材運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 4t積級

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.28m3 石こうﾎﾞｰﾄﾞ類 1.5
DID区間有り 7.0㎞以下 ｍ3

発生材処分 金属くず
1.2

ｍ3
発生材処分 混合廃棄物

0.3
ｍ3

計



機械設備工事 別紙明細 13
食の創造館 蒸気設備

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

保温工事 別紙 00-0001
1

式
【2階】

（S）

蒸気管 保温 ﾛｯｸｳｰﾙ
屋外露出,浴室 溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛鉄板 9
50A ｍ

蒸気管 保温 ﾛｯｸｳｰﾙ
屋外露出,浴室 溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛鉄板 29
80A ｍ

（SR)

蒸気管 保温 ﾛｯｸｳｰﾙ
屋外露出,浴室 溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛鉄板 14
20A ｍ

蒸気管 保温 ﾛｯｸｳｰﾙ
屋外露出,浴室 溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛鉄板 11
50A ｍ

蒸気管 保温 ﾛｯｸｳｰﾙ
屋外露出,浴室 溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛鉄板 12
65A ｍ

蒸気管 保温 ﾛｯｸｳｰﾙ
屋外露出,浴室 溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛鉄板 5
100A ｍ

【ﾎﾞｲﾗｰ室】

（S0.2）

蒸気管 保温 ﾛｯｸｳｰﾙ
機械室,書庫,倉庫 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧原紙 11
80A ｍ

蒸気管 保温 ﾛｯｸｳｰﾙ
機械室,書庫,倉庫 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧原紙 7
100A ｍ

蒸気管 保温 ﾛｯｸｳｰﾙ
機械室,書庫,倉庫 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧原紙 11
150A ｍ

機械設備工事 別紙明細
食の創造館 蒸気設備

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

保温工事 別紙 00-0001
1

式
（S0.25）

蒸気管 保温 ﾛｯｸｳｰﾙ
機械室,書庫,倉庫 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧原紙 9
100A ｍ

（S0.3）

蒸気管 保温 ﾛｯｸｳｰﾙ
機械室,書庫,倉庫 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧原紙 8
100A ｍ

蒸気管 保温 ﾛｯｸｳｰﾙ
機械室,書庫,倉庫 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧原紙 9
125A ｍ

（S0.7）

蒸気管 保温 ﾛｯｸｳｰﾙ
機械室,書庫,倉庫 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧原紙 14
50A ｍ

蒸気管 保温 ﾛｯｸｳｰﾙ
屋外露出,浴室 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 11
150A ｍ

（SR）

蒸気管 保温 ﾛｯｸｳｰﾙ
屋外露出,浴室 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 3
25A ｍ

蒸気管 保温 ﾛｯｸｳｰﾙ
屋外露出,浴室 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 6
40A ｍ

蒸気管 保温 ﾛｯｸｳｰﾙ
屋外露出,浴室 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 3
50A ｍ

【2階】

ﾏﾚｱﾌﾞﾙ鉄及び ﾛｯｸｳｰﾙ
ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄玉形弁 屋外露出 溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛鉄板 3
(MDS) 保温 80A 個



機械設備工事 別紙明細 14
食の創造館 蒸気設備

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

保温工事 別紙 00-0001
1

式
（AH-1.2.3）

ﾏﾚｱﾌﾞﾙ鉄及び ﾛｯｸｳｰﾙ
ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄玉形弁 屋外露出 溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛鉄板 9
(MDS) 保温 80A 個
【ﾎﾞｲﾗｰ室】

（SH-1）

蒸気ﾍｯﾀﾞｰ 保温 300φ×3000L
ﾛｯｸｳｰﾙ 1
屋外露出 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 基

ﾏﾚｱﾌﾞﾙ鉄及び ﾛｯｸｳｰﾙ
ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄玉形弁 屋外露出 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 3
(MDS) 保温 100A 個
ﾏﾚｱﾌﾞﾙ鉄及び ﾛｯｸｳｰﾙ
ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄玉形弁 屋外露出 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 1
(MDS) 保温 125A 個
ﾏﾚｱﾌﾞﾙ鉄及び ﾛｯｸｳｰﾙ
ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄玉形弁 屋外露出 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 2
(MDS) 保温 150A 個
減圧弁装置A ﾛｯｸｳｰﾙ
保温 屋外露出 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 1

組
減圧弁装置B ﾛｯｸｳｰﾙ
保温 屋外露出 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 1

組
減圧弁装置C ﾛｯｸｳｰﾙ
保温 屋外露出 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 1

組
減圧弁装置D ﾛｯｸｳｰﾙ
保温 屋外露出 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 1

組
減圧弁装置E ﾛｯｸｳｰﾙ
保温 屋外露出 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 1

組
遮断弁装置100 ﾛｯｸｳｰﾙ
保温 屋外露出 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 3

組

機械設備工事 別紙明細
食の創造館 蒸気設備

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

保温工事 別紙 00-0001
1

式
遮断弁装置125 ﾛｯｸｳｰﾙ
保温 屋外露出 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 1

組
遮断弁装置150 ﾛｯｸｳｰﾙ
保温 屋外露出 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 1

組
（WHT-1）

温調弁装置50 ﾛｯｸｳｰﾙ
屋外露出 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 2

組
計



機械設備工事 別紙明細 15
食の創造館 蒸気設備

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

錆止め塗装 別紙 00-0002
1

式
【2階】

（S0.3）

配管用 隠ぺい(蒸気の保温される配管含)
炭素鋼鋼管(黒管) 50A 9
塗装 ｍ
配管用 隠ぺい(蒸気の保温される配管含)
炭素鋼鋼管(黒管) 80A 29
塗装 ｍ
【ﾎﾞｲﾗｰ室】

（S0.2）

配管用 隠ぺい(蒸気の保温される配管含)
炭素鋼鋼管(黒管) 80A 11
塗装 ｍ
配管用 隠ぺい(蒸気の保温される配管含)
炭素鋼鋼管(黒管) 100A 7
塗装 ｍ
配管用 隠ぺい(蒸気の保温される配管含)
炭素鋼鋼管(黒管) 150A 11
塗装 ｍ
（S0.25）

配管用 隠ぺい(蒸気の保温される配管含)
炭素鋼鋼管(黒管) 100A 9
塗装 ｍ
（S0.3）

配管用 隠ぺい(蒸気の保温される配管含)
炭素鋼鋼管(黒管) 100A 8
塗装 ｍ
配管用 隠ぺい(蒸気の保温される配管含)
炭素鋼鋼管(黒管) 125A 9
塗装 ｍ

機械設備工事 別紙明細
食の創造館 蒸気設備

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

錆止め塗装 別紙 00-0002
1

式
（S0.7）

配管用 隠ぺい(蒸気の保温される配管含)
炭素鋼鋼管(黒管) 50A 14
塗装 ｍ
配管用 隠ぺい(蒸気の保温される配管含)
炭素鋼鋼管(黒管) 150A 11
塗装 ｍ

計

配管切断 別紙 00-0003
1

式
配管切断 配管切断 100A 保温有
(鋼管類) 2
･手間のみ か所
配管切断 配管切断 125A 保温有
(鋼管類) 1
･手間のみ か所
配管切断 配管切断 150A 保温有
(鋼管類) 1
･手間のみ か所
配管切断 配管切断 50A 保温有
(鋼管類) 1
･手間のみ か所

計



機械設備工事 別紙明細 16
食の創造館 撤去工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

配管類撤去 別紙 00-0004
1

式
【1階天井】

蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 20A 8
撤去 ｍ
蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 40A 26
撤去 ｍ
蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 50A 25
撤去 ｍ
蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 65A 5
撤去 ｍ
【2階】

（S0.3）

蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 50A 9
撤去 ｍ
蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 80A 29
撤去 ｍ
（SR）

蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 20A 21
撤去 ｍ
蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 50A 18
撤去 ｍ
蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 65A 12
撤去 ｍ
蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 100A 5
撤去 ｍ

機械設備工事 別紙明細
食の創造館 撤去工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

配管類撤去 別紙 00-0004
1

式
【ﾎﾞｲﾗｰ室】

（S0.2）

蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 80A 11
撤去 ｍ
蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 100A 7
撤去 ｍ
蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 150A 11
撤去 ｍ
（S0.25）

蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 100A 9
撤去 ｍ
（S0.3）

蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 100A 8
撤去 ｍ
蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 125A 9
撤去 ｍ
（S0.7）

蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 50A 14
撤去 ｍ
蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 150A 11
撤去 ｍ
（SR）



機械設備工事 別紙明細 17
食の創造館 撤去工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

配管類撤去 別紙 00-0004
1

式
蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 20A 2
撤去 ｍ
蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 25A 3
撤去 ｍ
蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 40A 12
撤去 ｍ
蒸気・配管用 溶接接合 屋内一般
炭素鋼鋼管(黒) 50A 1
撤去 ｍ
【2階】

ﾏﾚｱﾌﾞﾙ鉄及び 10K(ﾌﾗﾝｼﾞ) 80A(外ねじ)
ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄玉形弁 3
(MDS) 撤去 個
（AH-1.2.3）

電動二方弁装置40 手動ﾊﾞﾙﾌﾞのみ
3

組
電動二方弁40A 取外し・再取付の上、撤去

3
個

電動ﾎﾞｰﾙ弁40A 取外し・再取付の上、撤去
3

個
【ﾎﾞｲﾗｰ室】

（SH-1）

ﾏﾚｱﾌﾞﾙ鉄及び 10K(ﾌﾗﾝｼﾞ) 100A(外ねじ)
ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄玉形弁 3
(MDS) 撤去 個
ﾏﾚｱﾌﾞﾙ鉄及び 10K(ﾌﾗﾝｼﾞ) 125A(外ねじ)
ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄玉形弁 1
(MDS) 撤去 個

機械設備工事 別紙明細
食の創造館 撤去工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

配管類撤去 別紙 00-0004
1

式
ﾏﾚｱﾌﾞﾙ鉄及び 10K(ﾌﾗﾝｼﾞ) 150A(外ねじ)
ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄玉形弁 2
(MDS) 撤去 個
減圧弁装置A 0.3MP 100-125
撤去 減圧弁100A,逃し弁65A,Yｽﾄﾚｰﾅ125A 1

組
減圧弁装置B 0.2MP 100-125
撤去 減圧弁150A,逃し弁65A,Yｽﾄﾚｰﾅ150A 1

組
減圧弁装置C 0.25MP 80-100
撤去 減圧弁80A,逃し弁50A,Yｽﾄﾚｰﾅ100A 1

組
減圧弁装置D 0.3MP 80-100
撤去 減圧弁80A,逃し弁50A,Yｽﾄﾚｰﾅ100A 1

組
減圧弁装置E 0.2MP 80-100
撤去 減圧弁80A,逃し弁50A,Yｽﾄﾚｰﾅ100A 1

組
遮断弁装置100 手動ﾊﾞﾙﾌﾞのみ
撤去 3

組
遮断弁100 撤去 取外し・再取付の上、撤去

3
個

遮断弁装置125 手動ﾊﾞﾙﾌﾞのみ
撤去 1

組
遮断弁125 撤去 取外し・再取付の上、撤去

1
個

遮断弁装置150 手動ﾊﾞﾙﾌﾞのみ
撤去 1

組
遮断弁150 撤去 取外し・再取付の上、撤去

1
個

（HWT-1）

温調弁装置50 手動ﾊﾞﾙﾌﾞのみ
撤去 2

組



機械設備工事 別紙明細 18
食の創造館 撤去工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

配管類撤去 別紙 00-0004
1

式
電動二方弁50 取外し・再取付の上、撤去
撤去 2

組
計

ﾀﾞｸﾄ類撤去 別紙 00-0005
1

式
ﾉｽﾞﾙ型吹出口 取外し・再取付

1
式

計

機械設備工事 別紙明細
食の創造館 撤去工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

保温撤去 別紙 00-0006
1

式
【2階】

（S0.3）

蒸気管 保温 撤 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
去 屋外露出,浴室 溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛鉄板 9

50A ｍ
蒸気管 保温 撤 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
去 屋外露出,浴室 溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛鉄板 29

80A ｍ
（SR）

蒸気管 保温 撤 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
去 屋外露出,浴室 溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛鉄板 21

20A ｍ
蒸気管 保温 撤 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
去 屋外露出,浴室 溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛鉄板 18

50A ｍ
蒸気管 保温 撤 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
去 屋外露出,浴室 溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛鉄板 12

65A ｍ
蒸気管 保温 撤 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
去 屋外露出,浴室 溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛鉄板 5

100A ｍ
【ﾎﾞｲﾗｰ室】

蒸気ﾍｯﾀﾞｰ 保温 SH-1 300φ×3000L
撤去 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 1

屋外露出,浴室 溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛鉄板 基
（S0.2）

蒸気管 保温 撤 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
去 機械室,書庫,倉庫 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧原紙 11

80A ｍ
蒸気管 保温 撤 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
去 機械室,書庫,倉庫 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧原紙 7

100A ｍ



機械設備工事 別紙明細 19
食の創造館 撤去工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

保温撤去 別紙 00-0006
1

式
蒸気管 保温 撤 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
去 機械室,書庫,倉庫 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧原紙 11

150A ｍ
（S0.25）

蒸気管 保温 撤 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
去 機械室,書庫,倉庫 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧原紙 9

100A ｍ
（S0.3）

蒸気管 保温 撤 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
去 機械室,書庫,倉庫 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧原紙 8

100A ｍ
蒸気管 保温 撤 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
去 機械室,書庫,倉庫 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧原紙 9

125A ｍ
（S0.7）

蒸気管 保温 撤 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
去 機械室,書庫,倉庫 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧原紙 14

50A ｍ
蒸気管 保温 撤 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
去 機械室,書庫,倉庫 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽ化粧原紙 11

150A ｍ
（SR）

蒸気管 保温 撤 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
去 屋外露出,浴室 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 3

25A ｍ
蒸気管 保温 撤 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
去 屋外露出,浴室 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 6

40A ｍ
蒸気管 保温 撤 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
去 屋外露出,浴室 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 3

50A ｍ
【2階】

機械設備工事 別紙明細
食の創造館 撤去工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

保温撤去 別紙 00-0006
1

式
ﾏﾚｱﾌﾞﾙ鉄及び ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄玉形弁 屋外露出 溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛鉄板 3
(MDS)保温 撤去 80A 個
（AH-1.2.3）

電動二方弁装置 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
保温 撤去 屋外露出 溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛鉄板 3

組
【ﾎﾞｲﾗｰ室】

（SH-1）

ﾏﾚｱﾌﾞﾙ鉄及び ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄玉形弁 屋外露出 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 3
(MDS)保温 撤去 100A 個
ﾏﾚｱﾌﾞﾙ鉄及び ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄玉形弁 屋外露出 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 1
(MDS)保温 撤去 125A 個
ﾏﾚｱﾌﾞﾙ鉄及び ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄玉形弁 屋外露出 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 2
(MDS)保温 撤去 150A 個
減圧弁装置A ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
保温 撤去 屋外露出 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 1

組
減圧弁装置B ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
保温 撤去 屋外露出 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 1

組
減圧弁装置C ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
保温 撤去 屋外露出 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 1

組
減圧弁装置D ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
保温 撤去 屋外露出 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 1

組
減圧弁装置E ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
保温 撤去 屋外露出 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 1

組
遮断弁装置100 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
保温 撤去 屋外露出 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 3

組



機械設備工事 別紙明細 20
食の創造館 撤去工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

保温撤去 別紙 00-0006
1

式
遮断弁装置125 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
保温 撤去 屋外露出 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 1

組
遮断弁装置150 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
保温 撤去 屋外露出 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 1

組
（WHT-1）

温調弁装置50 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
保温 撤去 屋外露出 ｶﾗｰ亜鉛鉄板 2

組
計

建築工事 別紙明細
食の創造館 内装工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

撤去費 別紙 00-0007
1

式
ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ撤去 0.8ｔ

19
㎡

化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 6t
撤去 下地石膏ボード9.5ｔ共 18.7

㎡
天井下地撤去 集積共

37.7
㎡

計



海老名市食の創造館蒸気配管改修工事（２階・ボイラー室系統）

図　　　面　　　リ　　　ス　　　ト

図　　面　　名　　称 図　　面　　名　　称図面番号 図面番号

Ｅ－１

（参考）照明器具姿図Ｅ－２

Ｅ－３

Ｅ－４

Ｅ－５

Ａ－１

電 気 設 備 図 面 建 築 図 面

１階電灯設備図（取外し・再取付) 

１階自動火災報知設備図（取外し・再取付) 

ボイラー室系統電動弁位置図（取外し・再取付）

蒸気設備２階電動弁位置図（取外し・再取付）

１階天井伏図（撤去・改修)

図　　面　　名　　称

機械設備　特記仕様書

図面番号

案内図・配置図

Ｍ－１

Ｍ－２

Ｍ－３

Ｍ－４

Ｍ－５

Ｍ－６

蒸気配管系統図（撤去・改修）

ボイラー室系統図（撤去・改修）

Ｍ－７

Ｍ－８

Ｍ－９

設備機器表

蒸気設備１階平面図（撤去・改修）

蒸気設備２階平面図（撤去・改修）

Ｍ－10

Ｍ－11

Ｍ－12

Ｍ－13

Ｍ－14 （参考）自動制御設備図

ボイラー室蒸気配管往き系統(S)詳細図（撤去・改修）

ボイラー室蒸気配管往き系統(S)立面図（撤去・改修）

ボイラー室蒸気配管還り系統(SR)詳細図（改修）

機 械 設 備 図 面

ボイラー室蒸気配管還り系統(SR)詳細図（撤去）

ボイラー室蒸気配管還り管系統(SR)立面図（撤去）

ボイラー室蒸気配管還り管(SR)系統立面図（改修）



・　衛生器具などの取付完了後，排水試験又は通水試験を行う。

・空気調和設備

・ａ・（ロ）・Ｉ

・ｃ・（ロ）・Ⅶ

(１)一般敷地内（　　　　　ｍ以上）　　　　　　　(２)敷地内車両道路（　　　　　ｍ以上）

・　不要　　　・　要（　・　別途工事　　　・　本工事　）

17．発生材の処理

・給湯設備

15．工事用仮設物

空気調和方式等

自動制御方式

給水方式

排水方式

給湯方式

消火設備方式

ガス設備方式

Ⅰ．工事概要

１．工事名称

２．工事場所

３．建物概要

構　　　造 階　　数 延床面積(㎡) 建築面積(㎡)

消防法施行令別表第一

に よ る 用 途 区 分

方　　　式 設　　　　　　　備　　　　　　　概　　　　　　　要

６．設備概要　（ ・ 印のついたものは、主要方式を示す）

工事種目

建設別及び

屋外

工　　事　　種　　別

４．工事種目（・印のついたものを適用する。）

５．指定部分 （工　　期：平成　　年　　月　　日）

（対象部分： ）

・　あり※　なし

一
　
　
　
　
般
　
　
　
　
共
　
　
　
　
通
　
　
　
　
事
　
　
　
　
項

特　　　記　　　事　　　項項　　　　　目章

・　電気式　　・　電子式　　・　デジタル式　　・　空気式　　・　中央監視制御

放流先　　　汚　水　　（・　下水道直放流　　・　し尿浄化槽）

建物外の汚水及び雑排水（・　分流式　　・　合流式）

建物内の汚水及び雑排水（・　分流式　　・　合流式）

２．特記事項

Ⅱ．特記仕様書

１．一般事項

機　械　設　備　工　事　特　記　仕　様　書

１．適用基準等

２．機　材　等 ※　本工事に使用する機材等は，設計図書に規定するもの，またはこれらと同等のものとする。ただし，これらと

　同等のものとする場合は，監督職員の承諾を受けるものとする。

※　使用する材料のホルムアルデヒド仕様は，日本工業規格及び日本農林規格のＦ☆☆☆☆規格品，壁装材料協会

　規格適合品または同等品，化学物質等製品安全データシート等にホルマリン不使用が明示されたものとする。

また、設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は外部機関等が発行する資料等の

３．機材の品質・性能証明

の写しを監督職員に提出して、承諾を受ける。なお、標準仕様書に規定される製作図、試験成績表等を含む。

４．保　険 本工事着手前に工事目的物及び工事材料等を、本工事完了後引渡し期日まで，火災保険及びその他の保険に付し、

・消火設備

・換気設備

・排煙設備

・自動制御設備

・給水設備

・衛生器具設備

・排水設備

・厨房機器設備

・ガス設備

・さく井設備
・浄化槽設備

・昇降機設備

・　空気調和

・　局所式　　　　　　　・　中央式

雑排水　　（・　下水道直放流　　・　し尿浄化槽　　　・　側溝　　・　別途桝）

・　粉末消火　　　　　　・連結散水　　　　　　　　・フード等用簡易自動消火

・　直接暖房

・　温風暖房

・　全空気方式　　　　・　ファンコイルユニット,ダクト併用方式　　　　・　パッケージ方式

・　全空気方式　　　　・　ファンコンベクター，ダクト併用方式

・　スプリンクラー　　（・　湿式　　・　乾式）　　・　不活性ガス消火　　・　泡消化

・　屋内消火栓　　　　（・　湿式　　・　乾式）　　・　連結送水管　　　　・　屋外消火栓

・　温水暖房　　　　　・　

本工事着手前に主要機材メーカーリスト及び機器製作図を提出し、監督職員の承諾を受ける。

写しを監督職員に提出のこと。

（１）特記仕様書及び図面に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書

（機械設備工事編，最新版）」（以下「標準仕様書」という。），同部設備・環境課監修の「公共建築設備工事標準図（機
械設備工事編，最新版）」（以下「標準図という。），及び国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「機械設備工事監理指針

（最新版）」による。

（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合，電気設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

（１）項目は番号に・印の付いたものを適用する。

・印と※印の付いた場合は，共に適用するものとする。
（２）特記事項は，・印の付いたものを適用する。・印の付かない場合は，※印の付いたものを適用する。

・　

・　
・　工事写真の撮り方（建築設備編）（国土交通省大臣官房営繕部監修）

※　本工事に使用する材料の選定及び施工に当たっては，揮発性有機化合物の放散による健康への影響に配慮する。

（４）廃棄物は，「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等の関係法令を遵守し，、場外搬出の上，適切に処分する

（３）引渡しを要するもの　　　　　　　　　　　　　　　　※　なし　　・　あり（　　　　　　　　　　　　）

（２）フロンガス回収破壊法の規定に基づく措置の該当　　　・　なし　　・　あり（　　　　　　　　　　　　）

（１）建設リサイクル法の規定に基づく通知義務等の該当　　・　なし　　・　あり（　　　　　　　　　　　　）

　　　こと。

・　木くず等の管理型の産業廃棄物　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　コンクリートガラ等の安定型の産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（ウ）その他発生材の処分を行う施設

・アスファルトコンクリート　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・木　　　　材　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・コンクリート及び鉄から成る建設資材（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（イ）特定建設資材廃棄物の再資源化等を行う施設

※　なし　　・　あり　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（ア）特別管理産業廃棄物

・コンクリート　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

建設リサイクル法

落札が決定した業者は、分別解体等省令で定める様式第１号別表１～３のうち当該工事に該当する別表及び

・　対象工事

工程表を作成し、契約締結前に、契約担当者等に説明書を提出するものとする。また、特定建設資材廃棄物の

再資源化等が完了したときは、建設リサイクル法第１８条に基づいて書面により報告すること。

・　対象外工事

・　構外搬出　　　・　構内指示の場所に敷き均し　　　・　構内指示の場所にたい積16．残土処理

構内に作ることが　　　※　できる　　　・　できない

13．監督員事務所 ※　設けない　　・　設ける

14．工事用電力,水,その他 本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続などの費用はすべて引渡しまで請負者の負担とする。

二段手すり及び幅木の機能を有するものでなければならない。

枠組足場を設ける場合は、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労働省）」によるものとし、

施工図等

　工事の着手に先立ち，工事の総合的な計画をまとめた総合施工計画書を作成し，監督職員に提出する。

　工事の施工に先立ち，工種別施工要領書および施工図等を作成し，監督職員の承諾を受ける。

※　別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。　　　・　本工事で設置

請負額が５００万円以上の場合は，ＣＯＲＩＮＳに登録する。
受注時，変更時及び完成時にあらかじめ監督職員の確認を受け，登録手続きを行い，工事カルテの受領証を監督職員

なお、当該手続きに係わる費用は、請負者の負担とする。

　工事の着手、施工、完成にあたり、関係官公署その他の関係機関への必要な届出手続等を遅滞なく行う。

　施工中に事故が発生した場合には，直ちに監督職員に通報するとともに，任意様式にもとづき「事故報告書」を

指示する期日までに監督職員に提出する。

※　適用する　　・　適用しない

本工事に下記の当該職種別技能士（・１級・２級）を適用させる。（資格証の写しを提出する）

　・　配管（配管工事）　　・　建築板金（ダクト製作及び取付け）　　・　熱絶縁施工（保温工事）

　・　冷凍空気調和機器施工（チリングユニット，パッケージ形空気調和機の据付及び調整）

５．施工計画書および

６．工事実績情報の登録

７.手続

８．事故報告

９．電気保安技術者

10．技能士の適用

11．足場等

海老名市公共工事共通事項書による

※　設置する　　　・　設置しない

建　物　名　称

S造

調理施設

・排水処理施設

・　都市ガス　種別（13）　　　　45kJ／ｍ3（N）（供給圧力　　Pa）　　・　液化石油ガス

(２)屋外露出配管（弁フランジを含む）は、標準仕様書第２編（表2.3．6 e2・(ハ)）とし、　

注記：機器及びシステム参考図について

本図面中で，機器又はシステムの品質・グレードを規定する目的で，対象品の寸法形状，諸元及びシステム構成等を参考図として記載している。

これらのものについては，その品質・性能が図面と同等品もしくはそれ以上のものを使用するものとする。

備　　　考

屋　　　外

一
　
　
　
　
般
　
　
　
　
共
　
　
　
　
通
　
　
　
　
事
　
　
　
　
項

総合調整の項目

・　風量調整　　　　　　　　　　　　　・　水量調整　　　　　・　室内外空気の温湿度測定

・　室内気流及びじんあいの測定　　　　・　騒音の測定　　　　・　初期運転状態の記録

・　末端水栓の残留塩素濃度の測定　　　・　し尿浄化槽放流水質の測定

・　機器の絶縁抵抗の測定　　　　　　　・　水圧調整

18．総合調整

(１)機器類の能力，容量等は指示された数値以上とする。

(２)電動機出力，燃料消費量及び圧力損失は，原則として表示された数値以下とする。

19．容量等の表示

20．耐震措置 機器，配管，ダクト等は耐震を考慮し堅固に据え付け，取付け又は支持を行う。

耐震措置の計算及び施工方法は，次に揚げる事項以外すべて建築設備耐震設計施工指針（建設省住宅局建築指導課

0.6（1.0）

1.0（1.5）

1.0（1.5）

0.4（0.6）

0.6（1.0）

一般機器

一般の施設

重要機器

1.5（2.0）

1.0（1.5）

0.6（1.0）

1.5（2.0）

一般機器

特定の施設

設計用標準震度

重要機器

2.0（2.0）

1.5（1.5）

1.0（1.0）一階及び地下層

上層階、屋上及び塔屋

中層階

設置場所

対して，つり合おもりが枠から脱落しないようにした構造とすること。

（５）昇降機のつり合おもりブロックの脱落防止は，十分な強度を有する方法で固定し，水平鉛直方向の地震力に

（４）重要機器類（高置タンク、受水タンクは機器表による。）

　を行うものとするが，前記指針の方法によらなくてもよい。

（３）100㎏以下の軽量な機器（標準仕様書の適用を受けるものは除く）においても耐震を考慮し，据付又は取付

（２）地域係数は1.0とする。

（１）本工事の施設は（・一般の施設　・特定の施設）とする。

注（１）設置場所の区分は標準仕様書による。　注（２）（　）内の数値は防震支持の機器の場合に適用する。

21．弁等のサイズ 　特記されていない弁等のサイズは，機器付属品を除き接続配管のサイズと同じとする。

22．電線類

（ＥＭ－ＣＥＥＳ，ＥＭ－ＵＴＰ，ＥＭ－ＭＥＥＳ，ＥＭ－ＥＢＴ）

23．溶接部の非破壊検査 　対象配管系統　　・　冷温水　　・　冷却水　　・　消火（水用）　　・　油　　・　ガス

　検査の種類　　　・　浸透探傷検査（ＰＴ）又は磁粉探傷検査（ＭＴ）　　・　放射線浸透検査（ＲＴ）

24．はつり

本工事では環境配慮の観点から，原則としてＥＭケーブルを使用するものとする。なお，標準仕様書第６編　

※　本工事において下記の項目の総合調整を行い，報告書を提出する。（　　部）　　・　別途

測定箇所は，監督職員の指示による。

　既存のコンクリート部の床，壁の配管貫通部等の穴明けは、原則超音波検査後にダイヤモンドカッターによる。

通信・情報設備工事　第１章　機材　第１節　電線類等　1.1.1　電線類等　表1.1.1電線類に次の種類を追加する。

「完成書類」関係

 ※　完成図面電子データ（JWW形式及びPDF形式）        　1式

 ※　本工事内容説明事項書に基づく市指定の工事書類　　  1式

 ※　建築物等の維持・保全に関する資料　　　　　　　　　1式

 ※　その他監督職員が指示したもの　　　　　　　　　　　1式

消
　
　
火
　
　
設
　
　
備

２．付属制御盤

１．厨房機器類

器具付属の制御盤は，製造者規格品とする。

図示による（材質などは共通仕様書による）。ただし，寸法は参考とする。厨
房
機
器

１．配管材料 (１)一　般

・　配管用炭素鋼鋼管（白）

・　圧力配管用炭素鋼鋼管（Ｓｃｈ40）

(２)地中埋設部

・　外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）

・　　　〃　　　（ＳＧＰ－ＰＳ）

・　　　〃　　　（ＳＴＰＧ－370ＶＳ）

・　　　〃　　　（ＳＴＰＧ－370ＰＳ）

(３)二酸化炭素用

・　圧力配管用炭素鋼鋼管（継目無管）（Ｓｃｈ80）

２．消火栓開閉弁 ・　ＪＩＳ10Ｋ　　　・　ＪＩＳ20Ｋ

３．保　温 (１)屋外露出管については給水管に準ずる。

(２)充水タンクの保温　　　　　　　　　　　　・　施工しない　・　施工する

(３)消火配管の保温　　　　屋内消火栓　　　　・　施工しない　・　施工する

スプリンクラー　　・　施工しない　・　施工する

４．消火器類

(２)消火器収納箱　仕様 ・ 材質 ・ 数量（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４．保　温 湯沸器の給排気筒（二重管）のいんぺい部保温を行う。（ｈ・(ｲ）・ＶⅡ）

給
　
湯
　
設
　
備

１．配管材料 ・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４拡管）　・　耐熱性ライニング鋼管　　・　銅管　　・　被覆銅管

・　保温付被覆銅管

２．弁　類

＜膨張管及び補給水タンクよりボイラー等への補給水管を含む。＞

給水設備の当該事項による。

３．湯沸器の排気筒 厚さ0.5㎜以上のステンレス鋼板製とする。

２．排水桝 ・　桝リストは図面番号（　　　　）

(１)材料　　　・　ＲＣ　　　・　硬質塩化ビニル　　　・　ポリプロピレン　　　・　ＳＣ

(２)ふた　　　

・樹脂製

※ 県マーク，流体名入りおよび樹脂製ふたは原則としてＳＵＳチェーン付

(３)規格 ・　下水道協会（ＪＳＷＡＳ）　　・　排水設備用樹脂製桝協会（ＨＭＳ）

・　市町村別基準（　・　有　　・　無　）

・ＦＲＰ製（　　　　Ｌ）　・ＳＵＳ製（　　　　Ｌ）　　詳細は図示。

図示の箇所に取付け、満水試験を行うこと。

・　衛生器具などの取付完了後，煙試験を行う。

※　再生クラッシャラン

・　硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（VP）

(１)屋内汚水管
・　排水用塩ビライニング鋼管
・　コーティング鋼管
・　鋳鉄管
・　鉛管

・　ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管（RF-VP）
・　耐火二層管

(３)屋外土中汚水，雑排水管
・　コンクリート管（１種Ｂ形）
・　硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（・VP　・VU）
・　ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ三層管（RS-VU）

(２)屋内雑排水管
・　配管用炭素鋼鋼管（白）
・　排水用塩ビライニング鋼管（厨房用排水管）
・　排水用タールエポキシ塗装鋼管（厨房用排水管）

・　ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管（RF-VP）
・　耐火二層管

・　硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（VP）

(４)土間配管用
・　排水用塩ビライニング鋼管
・　コーティング鋼管
・　硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（VP）
・　ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管（RF-VP）

(５)通気管

・

・

・　配管用炭素鋼鋼管（白）
・　排水用塩ビライニング鋼管
・　硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（VP）
・　ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管（RF-VP）

・　

・　

１．配管材料排
　
　
　
水
　
　
　
設
　
　
　
備

給
　
　
　
　
　
水
　
　
　
　
　
設
　
　
　
　
　
備

(１)親メーター用　　※　水道事業者の指定品　　　・　標準図（機材５３）

３．配管材料

２．量水器桝

１．量水器 (１)親メーター　　　※　借用　　　・　買取り　　(２)子メーターは　　　※　買取り

(３)屋外土中用
・　ステンレス鋼管（SUS316拡管）

・　ポリエチレン管

・　水道用ゴム輪形硬質塩化ビニル管

・　ポリ粉体ライニング鋼管（SGP-PD）

・　塩ビライニング鋼管（SGP-VD）

・　硬質ポリ塩化ビニル管（・VP　・HIVP）

・　ステンレス鋼管（SUS316）

・　塩ビライニング鋼管（SGP-VD）

・　ポリ粉体ライニング鋼管（SGP-PD）

・　硬質ポリ塩化ビニル管（・VP　・HIVP）

(２)土間配管用（厨房，浴室等のシンダー内含む）　　

・　硬質ポリ塩化ビニル管（・VP　・HIVP）

(１)一般用　

・　ステンレス鋼管（拡管）

・　ポリ粉体ライニング鋼管（・SGP-PA　・SGP-PB）

・　塩ビライニング鋼管　　（・SGP-VA　・SGP-VB）

化粧ケーシング（　・　アルミ合金製　　・　合成樹脂製　）４．不凍水栓柱

・　その他（　　　　　　　　　　）　

給水管の最小口径は20㎜とする。ただし，器具接続部分を除く。

水道加入金　　　・　要（　・　本工事　　　・　別途　）　　　・　不要

本工事に　　　※　含む（水道事業者管理用以外の弁操作用）　　　・　含まない

12．その他

11．水道加入金等

10．埋設弁開閉用ハンドル

中央監視制御装置の構成機能は別紙による。

２．計装工事の配線

１．中央監視制御

吊りこま式（節水こま式）とする。

設ける（ピット内を除く）

※　埋込　　　・　露出

※　節水装置（機能は別図による）　・　押ボタン式（不凍結節水弁付）

※　手洗なし　　　・　手洗付

不凍結節水弁付とする。

７．大便器耐火カバー

６．自動水栓

５．付属水栓

４．小便器洗浄管

３．小便器節水装置

２．便器洗浄用タンク

１．大便器洗浄弁

※　着脱可能形（※　全数　・　図示による）

　　着脱可能形の場合，その指示部（・　40A用　　個　　・　100A用　　個　　・　250A用　　個）を付属する。

・　固定形（止水コック付）　　・　測定用タッピング（32mmピトー管流量計用）

14．瞬間流量計

15．オイルタンク

17．注油口及び指示ﾎﾞｯｸｽ

16．積算油量計

18．消音内貼り

19．保　温

（２）遠隔油用指示計　　　※　取付ける　　　・　取付けない

（１）オイルタンク本体は図示による。

（３）計量尺は，青銅製，黄銅製又はアルミ製とし，100ﾘｯﾄﾙ実測目盛刻印とする。計量口は錠付とする。

図示の箇所に取付ける（熱源機器等）。

・単独形　　　　　・共用形（・ローリーアース付）

（２）内貼りチャンバー類の寸法表示は、外形寸法とする。

（３）吹出口に接続するチャンバーの消音内貼りは別図による。

(１)建物内の空気抜き管の保温は空気抜き弁までとし（空気抜き弁も含む），仕様は冷温水管の項による。

(２)屋外露出配管の保温は，給水設備の項による。

(３)外気取り入れダクト及びチャンバーボックスの保温　　※　要（全熱交換器の給気ダクトを含む）　・　不要

(４)排気ダクトの外壁開放部より１ｍ程度保温する。（チャンバーボックスを含む）

(５)冷媒管（断熱材被覆銅管）の保温外装

20．電気工事の範囲 (１)地震感知器の配管配線　　　　　※　別途　　　・　本工事

(２)防煙ダンパと連動制御器迄の配管配線及び連動制御盤から煙感知器迄の配線配管は

屋内露出部　　　・　保温化粧ケース（樹脂製）　　　・　外装なし　　　・　　　　

※　別途　　　・　本工事

空
　
気
　
調
　
和
　
　
・
　
　
冷
　
房
　
　
・
　
　
暖
　
房
　
設
　
備

（１）施工箇所は図示による。

11．弁　類

12．鋼管用伸縮管継手

13．温度計

※　ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ　　　　　　・　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ

※　ベローズ形　　　　　　・　スリーブ形

※　共通仕様書，標準図による他，図示した箇所に取り付ける。（配管用はＬ形、ダクト用は円形）

・　空気調和機，温風暖房機まわりの給気ダクト，還気ダクト及び外気ダクト

・　冷温水ヘッダー（往）及び冷温水ヘッダーの各還り管

・　パッケージ形空気調和機の冷却水及び温水の出入口

［　空気調和　・　冷房　・　暖房設備　］の当該事項に準ずる。

21.塗装 （１）屋内露出裸ダクトの塗装（居室を除く）は　　※　行わない　　・　行う

（２）屋内露出冷却水配管の塗装（居室は除く）は　※　行わない　　　・行う

屋内露出裸ダクトの塗装（居室は除く）は　　※　行わない　　・　行う

　・　５　・　６　・　７　・　８　・　１６　・　１７　・　１８

１．準拠事項

※　別途　　　・　本工事

(１)フード周囲の天幕（フード面から天井面まで）　　　　※　取り付ける　　　　・　取り付けない
(２)フードコック　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　取り付ける　　　　　　・　取り付けない

(３)材質（天幕とも）　　　　　　　　　　　　　　　　　※　ステンレス鋼板（SUS304）　　・　亜鉛鉄板

※　アングルフランジ工法　　　・　コーナーボルト工法（共板フランジ又はスライドオンフランジ）

換
　
気
　
設
　
備

排
　
煙
　
設
　
備 ４．排煙風量測定方式

３．排煙口解放装置

２．排煙口の形式

１．ダクト

建築設協定期検査業務指導書（（財）日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方式に準ずる。

・　可動羽根（スリット共）　　　・　可動パネル

・　可動羽根（スリット共）　　　・　可動パネル

・　亜鉛鉄板製　　　・　鋼板製（1.6㎜以上）

標準図（機材　６　）による。

衛
　
生
　
器
　
具
　
設
　
備

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

次の系統のダクトのシールは、標準図（施工４５，４６）のＮシール＋Ａシール＋Ｂシールとし、水抜き管を設ける。

空
　
　
気
　
　
調
　
　
和
　
　
・
　
　
冷
　
　
房
　
　
・
　
　
暖
　
　
房
　
　
設
　
　
備 (５）膨張管、空気抜き管、膨張タンクよりボイラ等への給水管

(４）油管、油用通気管　　　※　配管用炭素鋼鋼管（黒）　　　　 ・　

　（還水管）　　　※　圧力配管用炭素鋼鋼管（Sch40）　・　配管用炭素鋼鋼管（黒）

(３）蒸気管（給気管）　　　※　配管用炭素鋼鋼管（黒）　　　　 ・　

(２）冷却水管　　　　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　 ・　

(１）冷温水管　　　　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　 ・　10．配管材料

(２)復帰動作　　　※　順送り　　・　同時

(１)復帰方式　　　※　遠隔式（電気式（定格入力DC24V、0.5A以下）９．防煙ダンパ

(３)外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないように施工する。

ける。なお点検口の大きさは図示による。

(２)空気調和機に取付けるサプライチャンバー及びレタンチャンバーで消音内貼りしたチャンバーには、点検口を設

(１)内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。８．チャンバ

６．長方形ダクトの工法 ・　アングルフランジ工法　　　　　・　コーナーボルト工法　（　・　共板　　・　スライド）

低圧とする（高圧１及び高圧２の部位は図示による。）

　（煙道径が400㎜を超えるものには，掃除口に蝶番を取り付ける。）

※　煙道径300㎜以下は鋼板厚3.2㎜，300㎜を超えるものは4.5㎜とする。　・　図示による。

３．煙　突 ※　別途　　　　　　　　　・　本工事（鋼板厚　　　㎜、高さ　　　ｍ以上）

取付箇所は図示による。２．ばい煙濃度計

夏期

冬季

温度(DB) 湿度(RH)

一　般　系　統

℃

℃ ％

％

湿度(RH)温度(DB)

外　　　　　気

湿度(RH)温度(DB)湿度(RH)温度(DB)

一　般　系　統

屋内（調整目標値）１．設計温湿度

４．煙　道

５．ダクトの区分

７．風量測定口

・　風量調整ダンパーの上流又は下流　　・　空調機のサプライチャンバーからの分岐ダクト

取付け場所は ・　図示した位置 ・　送風機吐出ダクト又は吸込ダクト ・　外気取入れダクト

(６）空調用排水管　　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　 ・　

(７）冷媒管　　　　　　　　※　断熱材被覆銅管（製造者標準品） ・　銅管

(８）ドレン管　　　　　　　※　保温付硬質塩化ビニル管 　　　　・　

29．塗　装 下記部位に使用する、外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。

※　屋外露出　　　　※　居室　　　

土中埋設の鋼管（ステンレス鋼管及び外面被覆鋼管は除く）及び金属製継手類（砲金製弁・継手を含む）にはペト

ロラタム系防食テープ及びプラスチックテープによる防食処理を行う。（埋設配管は原則として，防食処理不要の管

材とする。）

　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の建築工事標準仕様書22章（舗装工事）及び同監理指針（舗装工事）による。

切取り面にその箇所の土質に見合った勾配を保って掘削できる場合を除き、掘削の深さが1.5mを超える場合には、山

32．舗装工事

30．防食処理

31．山留め

33．他工事との取り合い 　図面に特記なき場合は，別途「工事区分表」による。

34. 施工条件

留めを行うものとする。

別添の本工事内容説明事項書による。

一
　
　
　
般
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
事
　
　
　
項

温　水　管

（膨張管を含む）

屋内露出（一般居室、廊下）

機械室、書庫、倉庫、共同溝

天井内、パイプシャフト内及び空隙壁中

床下、暗渠内（ピット内を含む）

・Ａ・（ロ）・Ｉ

・Ｂ・（ロ）・Ｉ

・Ｃ・（ロ）・Ｉ２

・Ｄ・（ロ）・Ｉ

・Ｅ・（ロ）・Ｉ
２

屋外露出(バルコニー、開放廊下を含む)及び浴室、

厨房などの多湿箇所（厨房の天井内は含まない）

冷　媒　管 屋内露出（一般居室、廊下）

機械室、書庫、倉庫、共同溝

天井内、パイプシャフト内及び空隙壁中

床下、暗渠内（ピット内を含む）

屋外露出(バルコニー、開放廊下を含む)及び浴室、

厨房などの多湿箇所（厨房の天井内は含まない）

・保温付冷媒管

・保温付冷媒管

・保温付冷媒管

・保温付冷媒管

・化粧カバー
＋保温付冷媒管

機械室、書庫、倉庫、共同溝

天井内、パイプシャフト内及び空隙壁中

床下、暗渠内（ピット内を含む）

屋外露出（バルコニー、開放廊下を含む）及び浴室、
厨房などの多湿箇所（厨房の天井内は含まない）

・Ｆ・（ロ）・Ⅸ
１

－

国土交通省記号区　　　分 施　　工　　箇　　所

機
　
　
　
　
　
　
器

管
　（

継
　
手
　
及
　
び
　
弁
　
類
　
を
　
含
　
む）

冷水タンク
冷温水タンク

温水タンク

還水タンク
熱交換器

膨張タンク

－

－

・Ｇ・（ロ）・Ⅸ１

・Ｇ・（ロ）・Ⅷ１

冷水ヘッダー

冷温水ヘッダー

温水ヘッダー

蒸気ヘッダー

－

－

・Ｆ・（ロ）・Ⅸ１

・Ｇ・（ロ）・Ⅸ１

タ
　
　
ン
　
　
ク

ヘ
　
ッ
　
ダ

屋内露出 一般居室、廊下

機械室、書庫、倉庫

屋内隠ぺい、ダクトシャフト内

屋外露出（バルコニー、開放廊下を含む）

・Ｊ・（ロ）・Ⅹ Ⅰ１

・Ｉ・（ロ）・Ⅹ Ⅰ

・Ｉ・（ロ）・Ⅹ Ⅰ

・Ｋ・（ロ）・Ⅹ Ⅰ２

一
般
ダ
ク
ト

矩形ダクト

給　水　管

施　　工　　箇　　所

管
　（

継
　
手
　
及
　
び
　
弁
　
類
　
を
　
含
　
む）

区　　　分 国土交通省記号

屋内露出（一般居室、廊下）

機械室、書庫、倉庫、共同溝

天井内、パイプシャフト内及び空隙壁中

床下、暗渠内（ピット内を含む）

屋外露出(バルコニー、開放廊下を含む)及び浴室、

厨房などの多湿箇所（厨房の天井内は含まない）

排水管

通気管

給　湯　管

（膨張管を含む）

・ａ・（ロ）・Ⅶ

・ｂ・（ロ）・Ⅶ

・ｃ・（ロ）・Ⅶ２

・ｄ・（ハ）・Ⅶ

・ｅ・（ハ）・Ⅶ
２

屋内露出（一般居室、廊下）

機械室、書庫、倉庫

天井内、パイプシャフト内及び空隙壁中

屋外露出(バルコニー、開放廊下を含む)及び浴室、

厨房などの多湿箇所（厨房の天井内は含まない）

・ａ・（ロ）・Ⅶ

・ｂ・（ロ）・Ⅶ

２

・ｅ・（ハ）・Ⅶ２

屋内露出（一般居室、廊下）

機械室、書庫、倉庫、共同溝

天井内、パイプシャフト内及び空隙壁中

床下、暗渠内（ピット内を含む）

・ｂ・（ロ）・Ｉ

・ｃ・（ロ）・Ｉ２

屋外露出(バルコニー、開放廊下を含む)及び浴室、
厨房などの多湿箇所(厨房の天井内は含まない)

・ｄ・（ロ）・Ｉ２

・ｅ・（ロ）・Ｉ

鋼板製タンク －

－

・ｆ・（ロ）・Ⅷ１

貯湯タンク

排　気　筒 隠ぺい箇所

・ｇ・（ロ）・Ⅸ
１

・ｈ・（イ）・Ⅹ

機
　
器

給排水衛生設備工事の保温の種別

空気調和設備工事の保温の種別

 ※　作成する  ・　作成しない

　工事写真は、「海老名市公共工事デジタル写真管理要領」により撮影する。

工事写真

（１）屋外・屋内露出の配線は，図面に特記のない限り金属管配線とする。

（２）天井内の隠ぺい配線は、図示に特記がなければケーブル配線とする。

(２)子メーター用　　※　標準図（機材５７）　　　・　水道事業者の指定品

(１)量水器桝内の保温を行う。

(３)公道部分（　※　水道事業者及び道路管理者規定による　）

湯沸室，台所，厨房用水栓は泡沫式とする。

(１)屋内（　※　一般水栓　・　耐寒水栓　）　　　　　(２)屋外（　※　耐寒水栓　・　一般水栓　）

(２)その他の部分　※　ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ　　　・　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ

９．保　温

８．埋設深さ

７．給水栓

６．弁　類 (１)水道直結部分　※　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ　　・　水道事業所の規定による　　Ｋ

　　厚さは呼び径25mm以下は50mm、呼び径32mm以上は、40mmとする、

２０１４年版監修）による。

 　（凡例による）

 　（凡例による）

 　（凡例による）

 　（凡例による）

 　（凡例による）

調 理 室

・　水道直結方式　　・　高置タンク方式　　・　タンクレスブースター方式　　・　受水槽＋加圧給水方式

12項（イ）

図面名称

縮尺

件名

S=－(A1) S=－(A3)

電源供給方式（　※　ＡＣ１００Ｖ、自己発電　）

％

％

・鋳鉄製（　・　ＭＨＡ　　・　ＭＨＤ　　・　Ｔ８Ａ　　　  ）

M-028

12．工事表示板

(６)高圧蒸気管及びヘッダーの保温厚は　　　　　㎜とする。

屋外　　　　　　・　冷媒管ラック（高耐食鋼板製）    　・　SUSラッキング

 ・　亜鉛鉄板　・　ステンレス鋼板（SUS304）（板厚は高圧ダクトによる）

０．３ ０．６

(１)消火器　　　　種別　・　数量　　　（　移動式粉末消火設備　第三類粉末（ＡＢＣ）33kg　×2台　）

神奈川県海老名市中新田四丁目12番2号

工場（給食調理施設）

機械設備　特記仕様書

・撤去工事

・蒸気設備

℃

℃ ％

％ ℃

℃ ％

％℃

℃

２．開放形湯沸器排気ﾌｰﾄ

３．厨房用排気ダクト

４. 厨房用排気ダクト工法　

５．厨房用排気フード

６．多湿箇所の排気ﾀﾞｸﾄ

７.塗装

自
動
制
御
設
備

３．グリース阻集器

４．満水試験継手

５．試　験

６．放流負担金等

７．基礎材

2階 2,505.93 ㎡3,508.15 ㎡

蒸　気　管

２

・Ｂ・（イ）・Ⅱ

・Ｃ・（イ）・Ⅱ

・Ｄ・（イ）・Ⅱ

ほか，屋外埋設管の分岐及び曲がり部に設置する。

　地中埋設標及び埋設用テープは、下記により屋外埋設部分に布設する。なお，地中埋設標の設置場所は図示による

表示用テープ

27．地中埋設標及び埋設

25．支持金物・固定金具 （１）　ポンプ・屋外機器のアンカーボルトのナット及び屋外の配管・ダクトに使用する支持金物はステンレス製

（SUS304）とし，ポンプ・屋外機器のアンカーボルトのナットにはナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。
（２）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

（３）冷水及び冷温水管の吊バンド等の支持部は、合成樹脂製の支持受けを使用する。

26．埋戻し土・盛土 図面に特記のない場合は下記によるほか共通仕様書第２編による。ただし、各工事種目で別に指定されたものは除く。

(１)給水管　・地中埋設標　　・埋設用表示テープ　　(２)ガス管　・地中埋設標　　・埋設用表示テープ

(３)油　管　・地中埋設標　　・埋設用表示テープ　　(４)消火管　・地中埋設標　　・埋設用表示テープ

28．保　温

・　根切り土の中の良質土　・　山砂の類

(１)蒸気給気管（Ｓ） (２)蒸気還管（ＳＲ）
・　一般配管用ステンレス鋼鋼管

(１)給気及び還水部分　玉形弁とする

蒸
　
　
　
　
　
気
　
　
　
　
　
設
　
　
　
　
　
備

(２)ドレン抜き部分　　仕切り弁とする

１．配管材料

２．弁　類

３．蒸気トラップ フロート式（SUS）とし、空気抜き弁を備えるものとする。

４．管の施工

　　フランジ継手を挿入し、管及び機器類の取外しを容易にする。

(１)横走り順勾配配管で、径の異なる管を接続する場合には、偏心異径継手を用いる。

(２)主管の曲部は、原則として、ベンド又はロングエルボを使用する。

(３)主管は15ｍ以内に、また、立上り底部その他各種装置の取付両端等必要な箇所に、それぞれ

(２)蒸気還管（ＳＲ）　先下り配管とし、勾配は1/200から1/300とする。

(１)蒸気給気管（Ｓ）　原則として、先下り配管で勾配は1/250とし、先上がりの場合は1/80とする。５．勾　配

６．保　温 原則、蒸気給気管（Ｓ）のみ保温し、蒸気還管（ＳＲ）は保温しない。

　ただし、既存配管貫通部抜き取りのためのはつりについては、上記検査は不要とする。

に提出のこと。

・　配管用炭素鋼鋼管（黒）

海老名市食の創造館蒸気配管改修工事（２階・ボイラー室系統）

海老名市食の創造館蒸気配管改修工事（２階・ボイラー室系統）

海老名市
Ebina City

Ｍ－１

図面番号

 ※  見開きＡ３（製本Ａ４判）　竣工図、施工図　　　 　 2部

・Ｅ・（イ）・Ⅱ３

屋内露出（ボイラー室） ・Ｅ・（イ）・Ⅱ
１

７．塗　装 蒸気給気管（配管用炭素鋼鋼管）は錆止めペイント（下塗り２回）を施工する。

なお、ボイラー室内の露出部及び２階の屋上蒸気還管(ＳＲ)は、保温材を施工する。

ただし、ボイラー室内の13SUのドレン配管は、保温材を施工しない。
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海老名市食の創造館蒸気配管改修工事（２階・ボイラー室系統）

Ｍ－２

０１ 　 案 内 図 ０２ 　 配 置 図
A1:1/200

A3:1/400
S=NS

図面名称

縮尺

件名

案内図・配置図

図示

Ebina City
海老名市

図面番号



ＴＷ-１ 受　水　槽 　型　　 　式

　寸　　 　法

　容　　 　量

　仕　 　　様

　付　属　品

鋼板製一体型タンク（2槽式）

受水槽　　（（2,500+2,500）W ｘ 6,000D） ｘ 2 ｘ 3,340H

ポンプ室　5,000W ｘ 　2,000D ｘ 3,340H

有効　151.8ｍ3　　

耐震仕様　1.5Ｇ

架台（溶融亜鉛メッキ）、内外タラップ 

マンホール（600φ）ｘ２，アンカーボルト

通気口、各タッピング

緊急遮断弁装置（バルブ125A×2） 1 100

1

1

屋外 コンクリート基礎（建築工事）

ＦＭ－１

ＰＵ-1

ＦＰ-1

ＴＦ-１

受水槽水位制御装置

加圧給水ポンプユニット

消火ポンプユニット

消火補給水槽

　型　　 　式

　仕　　 　様

　付　属　品

　型　 　　式

　能 　　  力

  付  属   品

　型　 　　式

　能 　　  力

  付  属   品

　型　　 　式

　寸　　 　法

　容　　 　量

　呼　　 　称

　仕　 　　様

　付　属　品

電子設定式

高・低水位切り替え、満水・減衰・空転防止警報端子

２槽式対応、一括警報端子付

制御盤、水槽外部取付センサー、他標準付属品

ステンレス製　推定末端圧力一定（インバーター方式）

３台並列自動交互運転方式（３台ローテーション）

65φｘ　100φ ｘ 1,430L/min ｘ 42 m

制御盤（一括警報）

屋内消火栓ポンプユニット

40φｘ　50φｘ　300Ｌ/ｍｉｎ　ｘ　61ｍ

呼水槽、制御盤、サクションユニット、フート弁

オリフィス、性能試験装置、ＧＶ，ＣＶ，ＦＪ

圧力計、連成計、その他付属品１式

ステンレス製パネルタンク

1,000　ｘ　1,000　ｘ　1.000Ｈ

0.5ｍ3（有効　50％）

1.0m3

耐震仕様　2.0Ｇ

架台Ｈ＝1000（溶融亜鉛メッキ）、マンホール（600φ）

電極座、内外タラップ（溶融亜鉛メッキ）

通気口、据付ボルトナット

1

3

3

100

200

200

7.5x3

5.5

1

1

1

屋外

１階消火ポンプ室

屋上

コンクリート基礎（建築工事）

コンクリート基礎（建築工事）

PHW-３，４

ＣＰ-1

DP-1,2,3

貯湯槽循環ポンプ

集中管理制御盤

湧水排水ポンプ

湧水槽

　型　 　　式

　能 　　  力

  給湯温度

　型　 　　式

　能 　　  力

　型　 　　式

  方      　式　

　能 　　  力

　付　属　品

　型　 　　式

ステンレスラインポンプ

25φｘ　50Ｌ/ｍｉｎ　ｘ　3ｍ

60℃

小型貫流ボイラー（ＳＢ-1）６台用

集中管理機能、台数制御機能、液晶表示

雑排水用水中ポンプ

自動交互非常時同時運転

50φ×100L/min×4ｍAq

ﾌﾛｰﾄｽｲｯﾁ（2P+3P），着脱装置,ｶﾞｲﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ

ｹｰﾌﾞﾙ30ｍ，標準付属品

躯体ピット

3

1

1

200

200

100

0.15

80VA

0.25×2

2

1

3組

3

２階ボイラー室

２階ボイラー室

ピット

ピット

コンクリート基礎（建築工事）

ＨＰＵ-1 給湯加圧ポンプユニット 　型　 　　式

　能 　　  力

  付  属   品

ステンレス製　推定末端圧力一定（インバーター方式）

並列自動交互運転方式

40φｘ　65φ ｘ 380L/min ｘ 15 m

制御盤（各種警報）

給湯加圧形（最大　80℃）

3 200 1.1ｘ2 1 ２階ボイラー室

ＷＨＧ-1 ガス湯沸器

（調理実習室用）

　型　　 　式

　能　　　 力

　ガ　ス　種

　付　属　品

屋外壁掛型湯沸器

50号　業務用給湯専用

13A

リモコンスイッチ、配管カバー

1 100 0.1 1 屋上

コンクリート基礎（建築工事）

120Ｌ

8m3/h

1 100 200VA 1Ｎ-1 軟水器 　型　　 　式

　能　　　 力

全自動軟水装置

樹脂量

最大通水量

使用圧力

2階還水槽室

0.15～0.4Ｍpa

PHW-1、２ 還水ポンプ 　型　 　　式

　能 　　  力

  還水温度

ラインポンプ（交互運転）

32φｘ　60Ｌ/ｍｉｎ　ｘ　17ｍ

100℃

3 200 0.75 2 １階還水槽室

1 100ＥＦ－１ 排気ファン

（ピット内換気用）

　付　属　品

　型　　  式

　仕　    様

防振吊金具,他標準付属品一式

ストレートシロッコ形(耐湿消音型)

150φ×420m3/h×50Pa

57W 5 ピット内

1.5+0.75V-1 ドレン回収ポンプ 真空ポンプ 3 200 1 １階還水槽室　型　　 　式

　能　　　 力 回収ドレン量　 4,400kg/h

吸込空気量 240Ｌ/min

到達真空度 -60KPa（80℃）

回収ドレン温度 183℃

　仕　　　 様 冷却水不要

　付　属　品

参考：BFS-50SYA2

参考：JVT4AⅡ/50/PS/CG/IS

真空スイッチ、連成計、吸込みセット、制御盤

※赤書き部が今回改修範囲とする

記 号 機器名称 機器仕様
電動機

φ Ｖ kw
台数 設置場所

周波数は、50Hzとする。

備  考 記 号 機器名称 機器仕様
電動機

台数 設置場所

周波数は、50Hzとする。

備  考

ホットウェルタンク（保温型）

ＳＵＳ４４４

耐震仕様　1.5G

呼称6.0ｍ3、有効4ｍ3

2,000ＷＸ1,500ＤＸ2,000Ｈ

マンホール、内外梯子、電極座、水面計、温度計

鉄骨架台（溶融亜鉛メッキ）Ｈ＝1200

ホットウェルタンク（保温型）

ＳＵＳ４４４

耐震仕様　2.0Ｇ

呼称3.0ｍ3、有効2ｍ3

1,000ＷＸ1,500ＤＸ2,000Ｈ

マンホール、内外梯子、電極座、水面計、温度計

1

1

１階還水槽室

2階ボイラー室

鉄骨架台（溶融亜鉛メッキ）Ｈ＝450

　型　　 　式

　材　　　 質

　仕　 　　様

　容　　 　量

　寸　　　法

　付　属　品

　型　　 　式

　材　　　 質

　仕　 　　様

　容　　 　量

　寸　 　　法

　付　属　品

ＳＢ-1 小型貫流ボイラー 　型　 　　式

　能 　　  力

　仕　　　様

　本体内蔵品

　付　属　品

小型貫流ボイラー

相当蒸発量　　1,000ｋｇ/h

実際蒸発量　　　838ｋｇ/h

熱出力　　　　　　627kw

最高圧力　　　　　0.98MPa

使用燃料　　　　都市ガス13A（低圧）

高温水仕様、薬注比例制御機能付

給水ポンプ、エコノマイザー

薬柱装置、蒸気止水弁、安全弁、吹出弁、圧力計、水面計

水位制御装置、低水位機械遮断装置用水位検出器

低水位警報装置、銘板等標準仕様書の付属品一式

伝熱面積　4.99㎡未満

3 200 7.8 6 ２階ボイラー室 コンクリート基礎（建築工事）

ＨＷＴ-1 貯湯槽 　型　　 　式

　寸　　 　法

　容　　 　量

　呼　　 　称

　仕　 　　様

　コイル加熱能力

　蒸気圧力

　貯湯温度

　パネル仕様

　付　属　品

開放式貯湯槽　ステンレスパネルタンク

（1,000+1,000）ＷＸ3,000ＤＸ2,000Ｈ（２槽式）

有効　8ｍ3　

12ｍ3

耐震仕様　2.0Ｇ

365kwＸ２

0.196Mpa

60℃

ＳＵＳ444、100mm発泡ポリスチレン+外装アルミ

マンホール、内外梯子、鉄骨平架台（溶融亜鉛メッキ）

水面計､温度計

1 ２階ボイラー室 コンクリート基礎（建築工事）

φ Ｖ kw

コンクリート基礎（建築工事）1 2階ボイラー室耐圧　0.98Mpa300φｘ3000Ｌ　配管用炭素鋼鋼管（黒）sch40

100A×3、25A×1

圧力計、圧力スイッチ、圧力センサー、150A×2、125A×1

架台：鋼製架台1300H

タッピング：

ＨＴ-1

ＨＴ-2

還水槽1

還水槽2

（水槽内清掃）

（水槽内清掃）

ＳＨ－１ 蒸気ヘッダー

（保温の撤去・復旧）

Ｍ－３

海老名市食の創造館蒸気配管改修工事（２階・ボイラー室系統）

図面番号
図面名称

縮尺

件名

S=－(A1) S=－(A3)

設備機器表

海老名市
Ebina City



薬注装置
（ボイラー付属品）

T T

M

逃し管（FL+4000にて開放） 逃し管（FL+4000にて開放）通気管100（FL+4000にて開放）

80
V

100
V

100
V

80
V

80
V

50

電磁弁

V V V

100,80,80

40 40 40 40 40 40
CL

N-1附属チューブ
CL

BD

CL

CL
65 65 CL

CL50
給水

量水器50A50
（ボイラー用）

40 50 40

BD BD BD BD BD BD BD BD BD BD BD BD

BD BD
80BD BD BD

BD BD

G（中） G（中）ガス40
80,8080（高温）

BD BD
CP
1

-

80,80,80

100,100,150

80,100,100,80,80 80,80,80,80,80,80,65

専用チューブ

CG

V
1

以降蒸気系統図参照
SR0.25

SR0.2

SR0.3

以降蒸気系統図参照

ボイラー原水糟

コンテナ消毒保管庫

BD

50
65

通気管100軟水装置
（GL+4000

100にて開放）

N
1

T

V

BD

50

PS
1 2

PHW PHW

S0.2

S0.25

S0.3

SR0.3

SR

SB
x6

1

既設竪管と接続

PS

熱風発生装置へ
（以降蒸気系統図参照）

80 100
S0.2

125

S
0
.
3

S
0
.2

S
0
.
2

150,100,100,125,100,150

既設逃がし管へ再接続

※高さ調整用の配管改修を見込むこと

S0
.
2

S
0.

2
5

S0
.
3

既設ボイラーのフランジに接続

既設逃がし管へ再接続

※高さ調整用の配管改修を見込むこと

１階天井内配管
※蒸気設備　２階平面図参照

既設貯湯槽の
フランジに接続

8080

SV

SV

S0.7 150

150
還水槽清掃

還水槽清掃

R

R

R

R

R

保温のみ撤去・復旧

SR

１階天井内配管
※蒸気設備　２階平面図参照

1
HWT

既設竪管と接続

50(40SU)

40(30SU)

※赤書き部が今回改修範囲とする

SH
1

2
HT

1
HT

S
R

種    類 記    号

D 耐火二層管（ﾋﾟｯﾄ内はＲＦ-ＶＰ) 

備    考

ドレン管

屋内給水管

地中埋設給水管

ピット内給水管

塩ビライニング鋼管（ＶＢ） 

塩ビライニング鋼管（ＶＤ）

塩ビライニング鋼管（ＶＤ）

D屋内雑排水管 耐火二層管（ﾋﾟｯﾄ内はＲＦ-ＶＰ)

HD

OD

OHD

高温厨房排水

高油脂厨房排水

高油脂高温厨房排水

耐火二層管（ﾋﾟｯﾄ内はＲＦ-ＶＰ)

配管用炭素鋼鋼管（白）

配管用炭素鋼鋼管（白）

BDボイラー排水 配管用炭素鋼鋼管（黒）

S0.1蒸気管（往）

蒸気管（還）

数値は、蒸気圧力を示す

種    類 記    号 備    考材  質  等 材  質  等

CV

FJ

仕切弁

逆止弁

ストレーナー

可とう継手

防振継手 合成ゴム製

伸縮継手

BTボールタップ ・単式 ・複式
AV

自動エア抜弁

水栓類 単水栓、混合栓、湯栓

VC

床上掃除口

排水金物

間接排水口

通気金物

三方弁装置

減圧弁装置

SR

SV
玉形弁

伸縮継手

EXP（S）

EXP（D）

単式

複式

蒸気管（還） SR

配管用炭素鋼鋼管（黒） 

既存配管

改修配管

配管用炭素鋼鋼管（黒） 

一般配管用ステンレス鋼鋼管

ステンレス製 

GV

YST

R

遮断弁装置

温調弁装置

逃し管 V 配管用炭素鋼鋼管

凡例

海老名市食の創造館蒸気配管改修工事（２階・ボイラー室系統）

Ｍ－４

図面名称

縮尺

件名

S=－(A1) S=－(A3)

ボイラー室系統図（撤去・改修）

海老名市
Ebina City

図面番号



S0
.2

Ｔ

Ｔ

ＴＴＴＴ

Ｔ

Ｔ

１Ｆ

２Ｆ

ＲＦ

50
00

39
50

ＴＴＴＴＴＴＴＴＴ

Ｔ

Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ Ｔ

Ｔ Ｔ Ｔ

Ｔ

既設竪管と接続

既設蒸気管（往）：配管用炭素鋼鋼管を同材で改修

H11 食缶洗浄機
H10 食缶下洗い機

E6 パススルー真空冷却器H18 ﾄﾚｰ洗浄機 H13 立体浸漬槽 H13 立体浸漬槽
H15 食器洗浄機

G12 炊飯釜・蓋洗浄機 H12 コンテナー洗浄機

H15´食器洗浄機

C14 蒸気回転釜

C15 蒸気式グランドケトル

C14 蒸気回転釜 C14 蒸気回転釜 C14 蒸気回転釜

C15 蒸気式グランドケトル

E4 蒸気回転釜

洗浄室炊飯室洗浄室・洗浄後室 調理室 和え物室和え物準備コーナー

地下ピット

天井高≒1900

既設蒸気管（還）：配管用炭素鋼鋼管をSUS管に改修

Ｓ０.２

Ｓ
０

.３

Ｓ
Ｒ

０
.２

５

Ｓ
０

.２
５

Ｓ
Ｒ

０
.２

５

Ｓ
０

.２
５

Ｓ
０

.３

Ｓ
Ｒ

０
.３

Ｓ
Ｒ

０
.２

５

Ｓ
０

.２
５

Ｓ
Ｒ

０
.２

５

Ｓ
０

.２
５

50
25,25

SR
0.

2

SR
0.

25 25,25

Ｓ
Ｒ

０
.２

５

Ｓ
０

.２
５

Ｓ
Ｒ

０
.２

５

Ｓ
０

.２
５

Ｓ
Ｒ

０
.２

５

Ｓ
０

.２
５

25,25

25,25

25,25

Ｓ
Ｒ

０
.２

５

Ｓ
０

.２
５

Ｓ
Ｒ

０
.２

５

Ｓ
０

.２
５

Ｓ
Ｒ

０
.２

５

Ｓ
０

.２
５

25,25

25,25

25,25

Ｓ
０

.３

Ｓ
Ｒ

０
.３

Ｓ
Ｒ

０
.２

５

Ｓ
０

.２
５

Ｓ
Ｒ

０
.２

５

Ｓ
０

.２
５

25,25

25,25

Ｓ０.３

Ｓ０.３

ＳＲ０.３

ＳＲ０.２５

Ｓ０.２５

Ｓ０.２

Ｓ０.２

Ｓ０.２

Ｓ０.２

SR
0.

3

Ｓ
０

.２

Ｓ
０

.２

Ｓ
Ｒ

０
.２

Ｓ
０

.２

Ｓ
０

.２

Ｓ
０

.２

Ｓ
Ｒ

０
.２

50

Ｓ
０

.２

50

Ｓ
０

.２

Ｓ
０

.２

Ｓ
Ｒ

０
.２

50,50

Ｓ
０

.２

Ｓ
０

.２

Ｓ
Ｒ

０
.２

40,40

Ｓ
０

.２

Ｓ
０

.２

Ｓ
０

.２

Ｓ
Ｒ

０
.２

Ｓ
０

.２

Ｓ
０

.２

Ｓ
Ｒ

０
.２

2540,40,25
32 32

40,40 32 40 32,25
32,25

50,3250,3225,20 25,25

S0
.2

5

32

S0
.2

5

S0
.2

125,100,100,150

S0
.3

S0
.2

100,100,150

S0
.3 ボイラー室

Ｔ

既設熱風発生装置フランジに接続

S0.3
125

１階天井内配管
※蒸気設備　２階平面図参照

125

還水槽室

80

バルブ以降配管改修

EXP（D）

EXP（D）

SV

SV

AHAH

1

AH

2 3

熱風発生装置

65(60SU)

40(30SU)

50(40SU) 50(40SU)

20(13SU)

※赤書き部が今回改修範囲とする

海老名市食の創造館蒸気配管改修工事（２階・ボイラー室系統）

Ｍ－５

図面番号
図面名称

縮尺

件名

蒸気配管系統図（撤去・改修）

海老名市
Ebina City

S=－(A1) S=－(A3)



53
00

70
00

55
00

55
00

55
00

70
00

70
00

X1 X6 X7 X8

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y9

X9

32
50

Y8

28
00

43
00

52
00

X2 X3 X4 X5

3400 11300

57000

6700 5100 6000 9000 9000 6500

85
0

前室2

米庫

事務室

プラットホーム2

（下部不燃物庫）

カート洗い場

機器搬入口

プラット

ホーム1

油庫

食品庫

仕分室
器具洗浄室2

下処理室1

皮剥コーナー

器具洗浄室1

検収室1

調理員用更衣室
（女）

準備室2

職員通路

玄関

書庫

更衣室

（男）

職員用

栄養士前室

冷凍庫2

冷蔵庫2

ｶｳﾝﾀｰ

AS

準備室1

準備室3

（器具洗浄コーナー）

更衣室
調理員用

（男）

更衣室
（女）

職員用

WC
職員

（女）

調理員用前室

荷捌室1

カート洗い場

雑品庫

廃棄物庫

残滓庫

残滓処理室

メンテナンス用扉

配送前室

AS

機器搬入口

プラット

ホーム3

カート洗い場

カート洗い場

カート洗い場
（器具洗浄コーナー）

揚物・焼物

機器搬入口

カート洗い場

（器具洗浄コーナー）

PS3

PS2

ホール

UP

UP

UP

UP

PS1

PS4

UP

冷蔵庫1

冷凍庫1

調理員通路

職員階段2

UP

UP

外部階段2

消火ポンプ室

EV

スロープ

11人乗

職員階段 1

外来階段

UP

UP

UP

EPS1

脱衣
専用WC

脱衣

職員WC
（男性）

UP

縦樋100φ

外部階段7

外部階段8

外部階段6

外部階段5

外部階段4

洗剤庫

EPS2

外部階段1

外部階段3

PS5

DW
PS6

洗米室

検収室2

荷捌室2

下処理室2

専用WC

階段下倉庫

準備室4

T

SR
SR

(1階天井配管)

(1階天井配管)

EXP(D)×2

S0.3 S0.3

SRS
R

S0
.
3

(1階天井配管) (1階天井配管)

S0.2
S0.3
S0.25

S0
.3

S0
.2

S0
.2
5

100,100,150

(1階天井配管)

上部ボイラー室

2階屋上熱風発生装置へ

2階屋上熱風発生装置から

還水槽室

管末トラップ装置20

 SR 

80100125

125

100,100,150

配膳室 CH=2700

コンテナ消毒庫 CH=2400

洗浄後室 CH=3600

20(13SU)

50(40SU),40(30SU)

50(40SU),40(30SU)

65(60SU)

Ｔ

Ｔ

Ｔ

管末トラップ装置

管末トラップを示す

SV(SUS)
SRﾄﾞ

ﾚﾝ
ﾎﾟ

ｹｯ
ﾄ

S

名　　　称凡　　　例

管末トラップ装置

既設天井点検口

SV（SUS)

YST（SUS)

 ※ 赤書き部が今回改修範囲とする

海老名市食の創造館蒸気配管改修工事（２階・ボイラー室系統）

Ｍ－６

図面名称

縮尺

件名

S=1/100(A1) S=1:200(A3)

蒸気設備１階平面図（撤去・改修）

海老名市
Ebina City

図面番号



X1 X6 X7 X8 X9X2 X3 X4 X5

3400 11300

57000

6700 5100 6000 9000 9000 6500

電気室

見学通路

職員通路

食  堂（72席）
（男）

女子WC

調理員更衣室(男)

調理員

調理員更衣室(女)

吹抜：調理室上部

男子WC

EVホール

SK

職員通路

ロッカー

ロッカー

（12帖）

倉庫1倉庫2

ボイラー室

会議室
可動間仕切

屋上テラス

調理員休憩室
（女）（25帖）
調理員休憩室

WC(男)
（女）

物干場

PS

見学通路

調理員WC

倉庫3

職員階段2

EV
11人乗

外来階段

職員階段 1

UP

SU

PS

SU

WC1

WC

脱衣

脱衣
ロッカー

脱衣

脱衣

DS

WC2

ハト小屋2

ハト小屋1

ハト小屋3

ハト小屋6

ハト小屋7

機械置場

ハト小屋4

ハト小屋5

DW
(冷)

調理実習室

室外機・機械置場

倉庫4

多目的WC

委託事務室

EPS

目隠し壁(ALC)

ハト小屋上部;目隠し壁(ALC)

洗濯室

図面名称

縮尺

件名

S=1/100(A1) S=1:200(A3)海老名市
Ebina City

図面番号
蒸気設備２階平面図（撤去・改修）

海老名市食の創造館蒸気配管改修工事（２階・ボイラー室系統）

Ｍ－７

SV80

SV80SV80SV80

SV80

バイパス管は二方弁と同サイズとする

Ｔ

Ｔ

熱風発生装置廻り配管拡大図（撤去）

65

配管立上り部ドレン抜きバルブ20A

配管立上り部ドレン抜きバルブ20A

2
02
0

5
05
0

電動ボール弁40A

電動二方弁40A

8
0

80

SV

YST

SV

SV

SV

YST

SV

SV

CV

Ｔ Ｔ

既設型番：VY6100B1033

既設型番：VY5115K0042

バイパス管は撤去のみ

50

50

20
50

8
0 5
0

50

50

配管立上り部圧力計

※電動弁前後にレジューサー

蒸気トラップ装置20A
蒸気トラップ装置50A

熱風発生装置廻り配管拡大図（改修）

65

配管立上り部ドレン抜きバルブ20A

配管立上り部ドレン抜きバルブ20A

S
V

8
0

80

SV

YST

SV

SV

YST

SV

CV

Ｔ Ｔ

電動ボール弁40A

電動二方弁40A

8
0 8
0

50

50

配管立上り部圧力計

※電動弁前後にレジューサー

ＹＳＴ ＳＶ ＣＶ

蒸気トラップ装置（撤去）

ＳＶ

ＳＶ２０ＳＶ

ＹＳＴ ＳＶ ＣＶＳＶ

ＳＶ２０

蒸気トラップ装置（改修）

ＹＳＴＳＶ

ＳＶ

電動二方弁装置（撤去・改修）

ＳＶ

蒸気トラップ装置20A
蒸気トラップ装置50A

電動二方弁

電動ボール弁

50(40SU)

20(13SU)

(
1
3
S
U
)

2
0

(60SU)

器具は全てSUS

50(40 SU)

50(40 SU)

(4
0
S
U)

5
0

※赤書き部が今回改修範囲とする

S0
.
3

1
00

SR0.3

S
0
.3

熱風発生装置

AH-2AH-1

熱風発生装置

65

S
0
.
3

(
8
0
S
U)

1
00

AH-3

熱風発生装置

熱風発生装置

AH-3

１階天井配管より１階天井配管より１階天井配管より

１階天井配管へ

ボイラー室

※ボイラー室詳細図参照

AH-3

熱風発生装置

AH-1（撤去・改修）

電動二方弁装置40

3

3

蒸気ﾄﾗｯﾌﾟ装置20蒸気（SR） 3

蒸気ﾄﾗｯﾌﾟ装置50 3

SV80

GV20

圧力計
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※高さ調整用の配管改修を見込むこと
既設逃がし管へ再接続（５系統）

図面名称

縮尺

件名

海老名市
Ebina City 海老名市食の創造館蒸気配管改修工事（２階・ボイラー室系統）

図面番号

Ｍ－９

ボイラー室蒸気配管往き系統(S)立面図（撤去・改修）
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Ebina City



30
0

▽２ＦＬ15
0

48
5 66
585

0

50
0

2,
15
0

1,
40
0

SUSFJ10K 65A GV5K 65A

GV5K 25A

GV5K 50A

電磁弁 50A

GV5K 40A

GV5K 50A

30
050

0

48
5 70

0

2,
00

0

2,
15
0

25
0

1,
40
5

41
8

27
7

2,
50
02,

95
0

21
0 30
0

20
088
0

64
0

2,
35

5

－ 50A

－
50

A

－
50

A

－
50

A(
ﾊﾞ

ｲﾊ
ﾟｽ

)BD
65

A

BD 50A 50
0

90
0

1,
10

0

20
0

20
0

60
0

20
15

039
0

2,
40
0

3,
10

0
10
0

SUSFJ10K 50A

SUSFJ10K 50A

GV10K 50A

電動弁 50A

Yｽﾄﾚｰﾅ 50AGV10K 50A

SUSFJ10K 50A
(500L)

(500L)

(500L)

ﾎｯﾊﾟｰ 50*100

GV10K 50A

50A

－ 20A

GV10K 50A

GV10K 50A

GV10K 50A

GV10K 65A

FJ 65A

FJ 40A

GV10K 40A

GV10K 40A

Yｽﾄﾚｰﾅ 40A

(ｺﾞﾑ3山)

(ｺﾞﾑ3山)

50*100ﾎｯﾊﾟｰ

GV10K 40A

ll 40A

－
40

A

－
50

A

－ 50A

－ 50A

ll 40A

2,
00

0

l
電磁弁 40A

80A

20
0

54
8

2,
30

0
45

0

2,
53
0

2,
53
0 2,

95
0

2,
85

0

G 50A

G 150A

－

BD 40A

BD
50

A

SM 300φ

GV10K 25A

CV10K 25A

SUSFJ10K 25A
(3OOL)

VB 25A

2,
58

6

3,
07

0

2,
95
0

3,
05

0

17
0

2,
59

82,
95
0

3,
05

0
3,
07

0

通気　50A
通気　50A

SV10KF 80A 2方弁 50A

SV10KF 80A

圧力計 100A

SV10KF 125A

SV10KF 100A×6個

複座2方弁 100A×2個

2方弁 125A

Yｽﾄﾚｰﾅ 100A

Yｽﾄﾚｰﾅ 100A

減圧弁 80A
Yｽﾄﾚｰﾅ 125A

減圧弁 80A

減圧弁 100A

SV10KF 150A

SV10KF 150A

2方弁 150A

減圧弁 150A

Yｽﾄﾚｰﾅ 100A

減圧弁 80A

S 100AS 100A

S
15

0A

S
12

5A

S
10

0A

S
10

0A

S
15

0A

S
10

0A

S
10

0A

S
10

0A

S
12

5A

圧力計

圧力計

圧力計×2個

S 150A

150A

SV10KF 125A

SV10KF

SV10KF 100A SV10KF 100A

SV10KF 100A SV10KF 150A

逃し弁65A

逃し弁50A
逃し 65A

逃し弁 50A
V

V 80A

100A

SV10KF

S 50A

S 40A

GV10K 40A

SUSFJ10K 40A

V 80A

V V V V V V V

V 80A

V 80A

80
A

80
A

80
A

80
A

80
A

80
A

GV5K 20A×6個 GV5K 20A×6個

80AV

A-A断面図

N-1・ HPU-1立面図 HT-2立面図

B-B断面図 B"-B"断面図 SB-1立 面図

HWT-1立 面図

SV 40A×4

GV 25A

GV 20A

Yｽﾄﾚｰﾅ 40A 蒸気ﾄﾗｯﾌﾟ 20A

SV 40A

5
0
A

SR40A

配管切断50A

※蒸気管のバイパス配管は撤去のみとする

※赤書き部が今回改修範囲とする

図面名称

縮尺

件名

海老名市
Ebina City 海老名市食の創造館蒸気配管改修工事（２階・ボイラー室系統）

図面番号

Ｍ－11S=1/30(A1) S=1:60(A3)

ボイラー室蒸気配管還り管系統(SR)立面図（撤去）
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受水槽制御　　（１ＳＥＴ）

受水槽制御      １ＣＰ－２

ＨＴ－１ ＨＴ－２

循環ポンプ給水ポンプ

※１ ※２

還水槽廻り制御（１Ｆ）      １ＣＰ－１

還水槽廻り制御（２Ｆ）      ２ＣＰ－３

水位上下限警報

緊急遮断弁作動警報

２．緊急遮断弁操作盤及び緊急遮断弁は衛生設備工事とする。

１．電磁弁は衛生設備工事とする。

〈注記〉

　１）受水槽水位が低水位の場合は給水ポンプの空転防止制御を

　１）受水槽水位が所定水位になるよう補給水弁の２位置制御を

　　　行う。

２．給水ポンプ空転防止制御（水位制御盤機能）

１．補給水制御（水位制御盤機能）

　　　行う。

〈制御内容〉

給水ポンプユニット

定水位弁

緊急遮断弁×4

電磁弁

緊急遮断弁

操作盤
緊急停止

定水位弁

電磁弁

空転防止

水位制御盤

水位センサ 水位センサ

３．水位制御盤及び水位センサは衛生設備工事とする。

　１）感震時、緊急遮断弁を全閉とし、給水ポンプを緊急停止

３．感震制御（緊急遮断弁操作盤機能）

　　　させる。

一括警報

〈注記〉

　　　商用電源停電時は補給水弁の緊急遮断動作を行う。

　　　還水槽水位（ＨＴ－１）の水位にて還水ポンプの発信制御

２．還水ポンプ起動制御

　　　還水槽水位（ＨＴ－２）が所定水位になるよう補給水弁の

〈制御内容〉

３．停電時制御

１．補給水制御

　　　を行う。

　　　ＯＮ－ＯＦＦ制御を行う。

ＨＴ－１

装置

ＬＩＣ

ＨＴ－２

ＬＥ

軟水処理

ＦＬＳ

ボイラ給水

ＳＲ

Ｖ－１

ＰＨＷ－１，２

ＢＶＳ１

Ｒ リレー回路

リレー回路

水位上下限警報

一括警報

１．給水ポンプの自動交互運転回路は、電気設備工事とする。

上限警報　（400ｍｍ）

還水槽レベル参考図

ＬＥ

還水槽廻り制御　　（１ＳＥＴ）

N-1

ポンプ起動（1100ｍｍ）

ポンプ停止（1400ｍｍ）

下限警報　（1600ｍｍ）

上限警報　（450ｍｍ）

電動弁・閉（1100ｍｍ）

電動弁・開（1400ｍｍ）

下限警報　（1700ｍｍ）

　　　※ポンプＯＦＦがポンプＯＮより低水位の為、ポンプの空
　　　転防止の監視は行わない。

真空スイッチ
ＷＲ

３Ｐ ※１

※２

水位上下限警報

２．Ｖ－１の配線工事はメーカ工事とする。但しＶ－１から真空

　　スイッチへの配線は自動制御工事とする。

２Ｆ（２ＣＰ－３）

１Ｆ（１ＣＰ－１）

貯湯槽制御　　（１ＳＥＴ）

水位上下限警報

貯湯槽制御　　　　　　２ＣＰ－３

　　返湯温度により電動弁のＯＮ－ＯＦＦ制御を行う。

　　貯湯槽内温度により蒸気２方弁の比例制御を行う。

１．貯湯槽内温度制御

給湯ポンプユニット

空転防止

返湯

給水

ＳＳＳＳ

ＳＲ ＳＲ

５Ｐ

ＦＬＳ5

Ｒ×３

ＦＬＳ5

5Ｐ

ＴＥＷ１ ＴＥＷ１

ＴＩＣ ＴＩＣ

３Ｐ5Ｐ

ＦＬＳ３

ＢＶＳ１

リレー回路 水槽切換ＳＷ

　　水槽水位および槽内温度により電動弁のＯＮ－ＯＦＦ制御を行う。

４．切換スイッチにより水槽切換を行う。

ＦＬＳ３

　　ただし、所定の水位以下の場合、貯湯槽内温度制御は禁止とし、
　　強制的に補給を行う。

Ｒ×３

ＰＨＷ－３ ＰＨＷ－４

５．ボイラと連動して、循環ポンプのＯＮ－ＯＦＦを行う。

0

開

度

100

(%)

温度設定
→大

バルブ：開

バルブ：閉

返湯温度
設定

(%)

0

開

度

100

温度（℃）

〈制御内容〉

２．補給水弁制御

３．返湯温度制御

リレー回路 ボイラとの連動線

ＴＷＢＶＳ１

ＢＶＳ１

水槽ＮＯ１ 水槽ＮＯ２

１ ＢＶＳ１ ２

１ ２

３

１ ＢＶＳ１ ２ ＢＶＳ１ ３ ＭＶ３ １ ＭＶ３ ２

水槽ＮＯ１

水槽ＮＯ２

同時

開

開

開（許可） 開

開開 開

開開 閉

閉閉

閉 開（許可）

開（許可）

ＰＨＷ－３ ＰＨＷ－４

ＯＮ

ＯＮＯＦＦ

ＯＦＦ

ＯＮ ＯＮ

※通常時はＮｏ１、Ｎｏ２の水槽を同時使用とする。

槽内温度計測

×２

×２

〈注記〉

槽内温度異常は計測値に対して中央監視より異常値を設定する。

コモン

補給水弁開

補給水弁閉 （ 900）ｍｍ

（1200）ｍｍ

（1800）ｍｍ

満水ＡＬ （500）ｍｍ

ポンプ空転復帰 （1100）ｍｍ

減水ＡＬ

ポンプ空転防止

コモン

（1300）ｍｍ

（1500）ｍｍ

（1800）ｍｍ

ＥＥＲＥＥＲ

ボイラ廻り制御　　（１ＳＥＴ）

ＤｉＤｏ

中央と通信

ＩＯＭ

ＴＬ

ＲＬ

ＭＳ２

ＳＢ

ＳＭ

貯湯槽系統

厨房系統

厨房系統

厨房系統

１．蒸気遮断弁　ＯＮ－ＯＦＦ

　　地震時、ボイラの緊急停止を行う。

２．感震警報

〈中央と通信〉

１．感震器制御

〈制御内容〉

〈注記〉

３．煤煙濃度警報

１．ボイラの台数制御は、ボイラ付属とする。
熱風発生装置系統

計６ＳＥＴＳ

ボイラ廻り制御      ２ＣＰ－３

ＭＳ１

（ボイラ付属品）
ボイラ台数制御盤

各ＳＢへ

P

蒸気圧力ｾﾝｻｰ

２．蒸気圧力センサーはボイラ付属とする。

３．ＭＳ２感震器はボイラ付属とする。

Ｒ

（台数制御用幹線）

Ｔ

ＭＶ３

ＢＶＳ２－１

ＢＶＳ２－２

ＢＶＳ２－３

ＢＶＳ２－４

ＢＶＳ２－５

ＭＶ３

図面名称
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Ebina City

図面番号

海老名市食の創造館蒸気配管改修工事（２階・ボイラー室系統）

（参考）自動制御設備図
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注１）図中特記なき配管配線は下記とする。

但しケーブル配線の立上げ、引下げ部分は配管保護のこと。

注２）防火区画貫通部分は国土交通大臣認定工法にて処置を施すこと。

注３）凡例
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 ※ 赤書き部が今回改修範囲とする

天井撤去範囲に設置されている照明器具の取外し・再取付を見込むこと
※配管改修ルートの変更を伴わない、照明器具取外し・再取付の数量変更は行わない

図面番号
図面名称

縮尺 S=1/100(A1) S=1:200(A3)海老名市
件名Ebina City

１階電灯設備図(取外し・再取付)

海老名市食の創造館蒸気配管改修工事（２階・ボイラー室系統）
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  による。市販品仕様の器具は製造者標準品とする。

※注記

Ａ３２１ｂ：Ｋ１－ＦＳＳ９－３２１ＰＨ９

ＦＨＦ３２Ｗ×２ 非常電源内蔵型

ＦＨＦ３２Ｗ×２

Ｉ３２２ｂ

Ｉ３２２

Ｐ２０１

埋込下面開放

高出力型

高出力型

Ｊ３２２

Ａ３２１　：ＦＳＳ９－３２１ＰＨ９

ＦＨＦ３２Ｗ×１　

ＦＨＦ３２Ｗ×１ 非常電源内蔵型 Ａ３２１ｂ

Ａ３２１

高出力型

逆富士

Ｂ３２２高出力型

Ｃ３２１ＳＷ　：ＦＳＳ９ＭＰＢ－３２１ＰＨ９

ＬＥＤ７Ｗ

ミラー灯

ＦＬ２０Ｗ×１

ＦＨＦ３２Ｗ×２

Ｑ７

埋込下面パネル

高出力型 Ｋ２５

ＦＨＦ３２Ｗ×１ 防湿型 ステンレス製（本体白色）ＦＨＦ３２Ｗ×２

逆富士

高出力型 Ｃ３２１ＳＷ 高出力型

逆富士

Ｅ３２１ｂ：Ｋ１－ＦＳＲ２－３２１ＰＨ９

Ｌ２００ ＭＦ２００Ｗ×１ 　防雨型　安定器内蔵　オートリフター ＧＬ１５Ｗ×１　殺菌灯Ｍ１５１

Ｅ３２１　：ＦＳＲ２－３２１ＰＨ９

Ｅ３２１ｂ

Ｅ３２１

ＦＨＦ３２Ｗ×１ 非常電源内蔵型

ＦＨＦ３２Ｗ×1

高出力型

反射笠

高出力型

（セラメタＨ１９０形 ２０９００ｌｍ）

ＦＨＦ３２Ｗ×1 非常電源内蔵型

ＦＨＦ３２Ｗ×1

Ｈ３２１ｂ

Ｈ３２１

高出力型

埋込下面開放

高出力型

高出力型

Ｇ３２２　：ＦＳＲ２－３２２ＰＨ９

ＦＨＦ３２Ｗ×２Ｇ３２２

反射笠

ＦＨＦ３２Ｗ×１ 防湿型 ステンレス製（本体白色）

ＦＨＦ３２Ｗ×１ 非常電源内蔵型 防湿型 ステンレス製（本体白色）

Ｆ３２１ＳＷ

Ｆ３２１ｂＳＷ

高出力型

高出力型

反射笠

Ｈ３２１ｂ：Ｋ１－ＦＲＳ１５－３２１ＰＨ９

Ｈ３２１　：ＦＲＳ１５－３２１ＰＨ９

Ｉ３２２ｂ：Ｋ１－ＦＲＳ１５－３２２ＰＨ９

Ｉ３２２　：ＦＲＳ１５－３２２ＰＨ９

昼白色・高出力タイプ

昼白色タイプ

屋外用ブラケット

Ｓ３２１ Ｔ３００ ＨＩＤ３００Ｗ×１　街路灯ＦＨＦ３２Ｗ×１　黒板灯

安定器内臓

Ｏ３２１

Ｏ１６１

ＦＨＦ３２Ｗ×１

　ＦＲＳ２４－３２１

ＦＨＦ１６Ｗ×１

Ｏ１６１：　　ＦＳＳ８－１６１ＰＨ９

Ｏ３２１：　　ＦＳＳ８－３２１ＰＨ９

片反射笠

Ｕ３２１ ＦＨＦ３２Ｗ×１

オートリフター制御盤

接点保護連動（照明制御用出力）
制御部：スイッチ間２線配線方式
３回路用　２０Ａ（１０Ａ／回路）

Ｆ３２１ｂＳＷ：非常灯評定番号　ＬＡＦＨ－０４

オートリフタースイッチ

防雨型

　低誘虫仕様

防湿・防雨型

高出力型高出力型

Ｆ３２１ＳＷ　：ＦＳＲ２ＭＰＢ－３２１ＰＨ９

非常灯評定番号　ＬＡＦＨ－０４ 非常灯評定番号　ＬＡＦＨ－０４

　笠なし

避難口誘導灯 Ｂ級ＢＬ形 防水型 （片面）　電池内臓型

避難口誘導灯 Ｃ級 防水型 （片面）　電池内臓型

ａ１３　：Ｋ１－ＩＲＳ４－ＪＥ１３

ａ３０　：Ｋ１－ＩＲＳ４－ＪＥ３０

ＪＥ１３Ｗ×１　非常用電源内蔵型　

ＪＥ３０Ｗ×１　非常用電源内蔵型　

ａ１３

ａ３０

避難口誘導灯 Ｃ級 （片面）　電池内臓型

避難口誘導灯 Ｂ級ＢＬ形 （片面）　電池内臓型

ア２

ア１

イ２ ウ２

ウ１ 通路誘導灯 Ｂ級ＢＬ形 （両面）　電池内臓型 階段通路誘導灯オ３２１ 高出力型

ウ１　：ＳＴ１－ＦＲＦ２２Ｐ－ＢＬ６０

エ 通路誘導灯Ｂ級ＢＬ形（両面）

長時間定格型長時間定格型

ＦＨＦ３２Ｗ×１ 非常電源内蔵型

　共通　：非常灯評定番号　ＬＡＬＨ－０２

エ３２１ｂ：ＳＫ１－ＦＳＴ１５－６０－３２１

非常灯評定番号　ＬＡＦＸ－０２

誘導標識カ

非常口

ＥＸＩＴ

防水型

イ１

イ３

イ４

避難口誘導灯 Ｂ級ＢＬ形 防水型 （片面）　電池内臓型

避難口誘導灯 Ｃ級 防水型 （片面）　電池内臓型

壁取り付け

壁取り付け

１

エ ２

防水型

通路誘導灯 Ｃ級 （両面）　電池内臓型

電池内蔵型

ア３ 避難口誘導灯 Ｃ級 （片面）　電池内臓型 壁取り付け型 型

型

イ１，２ イ３，４

長時間定格型

防水型ＦＨＦ３２Ｗ×１ 高出力型

防湿型

Ｖ３２１

ＦＬ２０ＷＸ１Ｎ２２１

Ｗ Ｘ ＬＥＤダウンライト　２００形　ＦＨＴ４２形器具相当

パナソニック　ＮＮＮ７４０７５

ＬＤＬ４０×２　下面開放薄型

ＮＮＦ４２７００

パナソニック　ＨＧＷ３２３１

低誘虫仕様

パナソニック　ＪＦ２１８７０

ＪＥ１３Ｗ×１　非常用電源内蔵型　ｂ１３

１.誘導灯は消防法令適合品とし、非常照明器具は日本建築センター性能評定品とする。

２.官電協仕様の器具は国土交通大臣官房官庁営繕部監修　電気設備工事標準図　最新版

３.特記なき入力電圧は図示とする。

４.Hf32Wは高出力型とする。

Ｙ３２１ ＦＨＦ３２Ｗ×１　

Ｂ３２２　：ＦＳＳ９－３２２ＰＨ９ ＦＳＡ４２００１Ｆ

ＦＳＡ４１２３０Ｆ

ＦＳＧ４１２３０Ｆ

非常灯評定番号　ＬＡＦＸ－０２

ＦＳＷ４１２２２Ｚ
ＦＳＷＨ４１２２２Ｚ ＦＳＡ４２２１９Ｆ

ＸＦ３１２ＤＡＰＨ９

ＦＳＧ４１６０５Ａ

ＦＳＡ４２６６６Ａ

ＦＳＧ４２６６６Ａ
ＸＦ３２３ＰＦＡ ＮＮＮ７３０７５ ＪＦ１１９５０

ＦＳＡ４１０３０Ｆ
ＦＳＡ２１０３０Ｆ

ＮＮＮ１１０００Ｂ ＦＳＡ４１７１８Ｊ

500φ

ＹＡ４４４２０
ＦＳＷ４１２１１Ｚ

ＹＫ０８０１３

ア１　：ＳＨ１－ＦＲＦ２０Ｐ－ＢＬ６０

ア２　：ＳＨ１－ＦＲＦ２０Ｐ－Ｃ６０

ア３

ＦＡ２０３５６
ＦＡ１０３５６

ＦＡ１０３１６

イ１

イ２
イ３

イ４

エ１

エ２

ＦＷ２１３２７

ＦＷ１１３２７

ＬＥＤ１９．６Ｗ

パナソニック　

パナソニック　

パナソニック　 ＸＮＮＣ２１４０ＬＢ

パナソニック　
パナソニック　

パナソニック　

パナソニック　

パナソニック　

パナソニック　

パナソニック　
パナソニック　

パナソニック　

パナソニック　 パナソニック　

パナソニック　 パナソニック　

パナソニック　ＹＫＧ４２５７０

ＬＢ９１６３０

ＬＢ９３６３０

パナソニック　
パナソニック　パナソニック　パナソニックＪＳＦ４１２７０パナソニック　

パナソニック　
パナソニック　

パナソニック　 ＦＷ２１３３７
ＦＷ１１３１７
ＦＷ２１３１７

パナソニック　

ＦＷ１１３３７

ＦＡ２０３５６パナソニック　

パナソニック　

パナソニック　
ＦＳＦ４１８６８パナソニック　

：ＳＨ１－ＦＢＦ２０－Ｃ６０

Ｒ１００ ＩＬ１００Ｗｘ１

フードライト

クラコ　ＨＬ－１００Ｃ

防水型ＪＥ３０Ｗ×１　非常用電源内蔵型　ｂ３０

ＦＨＦ３２Ｗ×２ 防湿型 ステンレス製（本体白色）Ｄ３２２ＳＷＨ 高出力型

逆富士

飛散防止ランプ対応

ＦＳＷ４２００２２Ｊ

ＦＳＳ９ＭＰＢ－３２２ＰＨ９

ＬＷ９３６６０パナソニック　
パナソニック　ＬＷ９１６６０

 ※ 赤書き部が今回改修範囲とする

図面名称

縮尺

件名

海老名市
Ebina City 海老名市食の創造館蒸気配管改修工事（２階・ボイラー室系統）

図面番号
（参考）照明器具姿図

Ｅ－２S=－(A1) S=－(A3)
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更衣室

職員用
更衣室

和え物室

配送前室

洗浄室

前室1

洗剤庫

記　　号

凡　例

名 称 記

発　信　機 Ｐ型１級

表　示　灯 ＬＥＤ　２４Ｖ

ＤＣ２４Ｖ，８ｍＡ，ダイオード内蔵地　区　音　響　装　置

光電式スポット型感知器 ２種

光電式スポット型感知器 ２種　側面点検ＢＯＸ付

差動式スポット型感知器 ２種

定温式スポット型感知器 特種　６０℃　防水型

定温式スポット型感知器 特種　６０℃

１種　９０℃定温式スポット型感知器

１種　１２０℃　防水型

終　端　抵　抗 １０Ｋ

地区音響用　１０Ｋ終　端　抵　抗

配　管　配　線 天井いんぺい

配　管　配　線 露出

配　管　配　線 ケーブル線

配　管　配　線 立上り、引下げ、素通し

プ　ル　ボ　ッ　ク　ス

警 戒 区 域 境 界 線

警　戒　区　域　番　号

温度センサー用表　示　回　路　番　号

１種　７０℃　防爆型定温式スポット型感知器

Ｐ型１級防　災　監　視　盤

ＥＬＶ工事Ｅ　Ｌ　Ｖ　制　御　盤

温　度　セ　ン　サ　ー 設備工事

連　動　回　路　番　号 防排煙連動用感知器用

制　御　回　路　番　号 防火扉、シャッター用

光電式スポット型感知器 ３種

定温式スポット型感知器 １種　１２０℃　防水型

危害防止用連動中継器

自　動　閉　鎖　装　置

消　火　栓　始　動　装　置

２種

機　器　収　容　箱 消火栓箱組込型

防火シャッター用

防火扉閉鎖用　ラッチ式

表示灯点滅装置　ＡＣ２００Ｖ／２４Ｖ

１種　７０℃　防水型

特種　６０℃　防水型

 ※ 赤書き部が今回改修範囲とする

定温式スポット型感知器

定温式スポット型感知器

光電式スポット型感知器

天井撤去範囲に設置されている照明器具の取外し・再取付を見込むこと
※配管改修ルートの変更を伴わない、照明器具取外し・再取付の数量変更は行わない

定温式スポット型感知器

図面番号
図面名称

縮尺 S=1/100(A1) S=1:200(A3)海老名市
件名Ebina City 海老名市食の創造館蒸気配管改修工事（２階・ボイラー室系統）

１階自動火災報知設備図(取外し・再取付)

Ｅ－３



薬注装置
（ボイラー付属品）

T T

M

逃し管（FL+4000にて開放） 逃し管（FL+4000にて開放）通気管100（FL+4000にて開放）
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V

100
V

100
V
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V

80
V

50

電磁弁

V V V

100,80,80

40 40 40 40 40 40
CL

N-1附属チューブ
CL

BD

CL

CL
65 65 CL

CL50
給水

量水器50A50
（ボイラー用）

40 50 40

BD BD BD BD BD BD BD BD BD BD BD BD

BD BD
80BD BD BD

BD BD

G（中） G（中）ガス40
80,8080（高温）

BD BD
CP
1

-

80,80,80

100,100,150

80,100,100,80,80 80,80,80,80,80,80,65

専用チューブ

CG

V
1

以降蒸気系統図参照
SR0.25

SR0.2

SR0.3

以降蒸気系統図参照

ボイラー原水糟

コンテナ消毒保管庫

BD

50
65

通気管100軟水装置
（GL+4000

100にて開放）

N
1

T

V

BD

50

PS
1 2

PHW PHW

S0.2

S0.25

S0.3

SR0.3

SR

SB
x6

1

熱風発生装置へ
（以降蒸気系統図参照）

80 100
S0.2

125

SV

150

R

R

SH
1

既設竪管と接続

PS

S
0
.
3

S
0
.2

S
0
.
2

150,100,100,125,100,150

S0
.
2

S
0.

2
5

S0
.
3

8080

SV

S0.7 150

還水槽清掃

R

R

R

2
HT

1
HT

SR

１階天井内配管
※蒸気設備　２階平面図参照

1
HWT

既設竪管と接続

50(40SU)

40(30SU)

※赤書き部が今回改修範囲とする

※電動弁の電源・制御線の取外し・再取付を見込むこと

S
R

種    類 記    号

D 耐火二層管（ﾋﾟｯﾄ内はＲＦ-ＶＰ) 

備    考

ドレン管

屋内給水管

地中埋設給水管

ピット内給水管

塩ビライニング鋼管（ＶＢ） 

塩ビライニング鋼管（ＶＤ）

塩ビライニング鋼管（ＶＤ）

D屋内雑排水管 耐火二層管（ﾋﾟｯﾄ内はＲＦ-ＶＰ)

HD

OD

OHD

高温厨房排水

高油脂厨房排水

高油脂高温厨房排水

耐火二層管（ﾋﾟｯﾄ内はＲＦ-ＶＰ)

配管用炭素鋼鋼管（白）

配管用炭素鋼鋼管（白）

ボイラー排水 配管用炭素鋼鋼管（黒）

蒸気管（往）

蒸気管（還）

数値は、蒸気圧力を示す

種    類 記    号 備    考材  質  等 材  質  等

仕切弁

逆止弁

ストレーナー

可とう継手

防振継手 合成ゴム製

伸縮継手

BTボールタップ ・単式 ・複式
AV

自動エア抜弁

水栓類 単水栓、混合栓、湯栓

VC

床上掃除口

排水金物

間接排水口

通気金物

三方弁装置

減圧弁装置玉形弁

伸縮継手

EXP（S）

EXP（D）

単式

複式

蒸気管（還）

配管用炭素鋼鋼管（黒） 

既存配管

改修配管

配管用炭素鋼鋼管（黒） 

一般配管用ステンレス鋼鋼管

ステンレス製 

R

遮断弁装置

温調弁装置

逃し管 配管用炭素鋼鋼管

BD

S0.1

CV

FJ

SR

SV

SR

GV

YST

V

凡例

海老名市食の創造館蒸気配管改修工事（２階・ボイラー室系統）

Ｅ－４

図面名称

縮尺

件名

S=－(A1) S=－(A3)海老名市
Ebina City

図面番号
ボイラー室系統電動弁位置図（取外し・再取付）



X1 X6 X7 X8 X9X2 X3 X4 X5

3400 11300

57000

6700 5100 6000 9000 9000 6500

電気室

見学通路

職員通路

食  堂（72席）
（男）

女子WC

調理員更衣室(男)

調理員

調理員更衣室(女)

吹抜：調理室上部

男子WC

EVホール

SK

職員通路

ロッカー

ロッカー

（12帖）

倉庫1倉庫2

ボイラー室

会議室
可動間仕切

屋上テラス

調理員休憩室
（女）（25帖）
調理員休憩室

WC(男)
（女）

物干場

PS

見学通路

調理員WC

倉庫3

職員階段2

EV
11人乗

外来階段

職員階段 1

UP

SU

PS

SU

WC1

WC

脱衣

脱衣
ロッカー

脱衣

脱衣

DS

WC2

ハト小屋2

ハト小屋1

ハト小屋3

ハト小屋6

ハト小屋7

機械置場

ハト小屋4

ハト小屋5

DW
(冷)

調理実習室

室外機・機械置場

倉庫4

多目的WC

委託事務室

EPS

目隠し壁(ALC)

ハト小屋上部;目隠し壁(ALC)

洗濯室

図面名称

縮尺

件名

S=1/100(A1) S=1:200(A3)海老名市
Ebina City

図面番号
蒸気設備２階電動弁位置図（取外し・再取付）

海老名市食の創造館蒸気配管改修工事（２階・ボイラー室系統）

Ｅ－５

SV80

SV80SV80SV80

SV80

バイパス管は二方弁と同サイズとする

※電動弁の電源・制御線の取外し・再取付を見込むこと

Ｔ

Ｔ

配管立上り部ドレン抜きバルブ20A

配管立上り部ドレン抜きバルブ20A

電動ボール弁40A

電動二方弁40A

8
0

80

SV

YST

SV

SV

既設型番：VY6100B1033

既設型番：VY5115K0042

50

50

20

8
0 5
0

50

50

配管立上り部圧力計

※電動弁前後にレジューサー

65

配管立上り部ドレン抜きバルブ20A

SV

YST

SV

CV

Ｔ Ｔ

配管立上り部圧力計

蒸気トラップ装置20A

50(40SU)

20(13SU)

(
1
3
S
U
)

2
0

(60SU)

50(40 SU)

(4
0
S
U)

5
0

熱風発生装置廻り配管拡大図（撤去）

65

2
02
0

5
05
0

SV

YST

SV

SV

CV

Ｔ Ｔ

バイパス管は撤去のみ

50

蒸気トラップ装置20A
蒸気トラップ装置50A

熱風発生装置廻り配管拡大図（改修）

配管立上り部ドレン抜きバルブ20A

S
V

8
0

80

SV

YST

SV

電動ボール弁40A

電動二方弁40A

8
0 8
0

50

50

※電動弁前後にレジューサー

ＹＳＴ ＳＶ ＣＶ

蒸気トラップ装置（撤去）

ＳＶ

ＳＶ２０ＳＶ

ＹＳＴ ＳＶ ＣＶＳＶ

ＳＶ２０

蒸気トラップ装置（改修）

ＳＶ

電動二方弁装置（撤去・改修）

ＳＶ

蒸気トラップ装置50A

電動ボール弁

50(40 SU)

ＹＳＴＳＶ

電動二方弁

器具は全てSUS

※赤書き部が今回改修範囲とする

S0
.
3

1
00

S
0
.3

熱風発生装置

AH-2AH-1

熱風発生装置

(
8
0
S
U)

1
00

SR0.3 65

S
0
.
3

熱風発生装置

AH-3

１階天井配管より１階天井配管より１階天井配管より

１階天井配管へ

AH-3

熱風発生装置

ボイラー室

※ボイラー室詳細図参照

AH-3

熱風発生装置

AH-1（撤去・改修）

電動二方弁装置40

3

3

蒸気ﾄﾗｯﾌﾟ装置20蒸気（SR） 3

蒸気ﾄﾗｯﾌﾟ装置50 3

SV80

GV20

圧力計

蒸気（S）

計器

6

3



AL1

S.B.

AL2

PL

カーテンＢＯＸ

アルミ見切

スクリーンＢＯＸ

アルミ結露受

ピクチャーレール

エレメント図CW-2

エレメント図CW-6

エレメント図CW-4(W=300)

エレメント図CW-3

■天井電気設備開口（1階）

１階個数シンボル 種別 サイズ

FHF32W×2

ダウンライト

ダウンライト

スピーカー

□220×1235

φ100

φ150

φ200

26

27

24

監視カメラ φ120 1

人感センサー φ70 5

23

炊飯室

CH=2700B

洗米室

CH=2700A

前室2

CH=2400A

米庫

CH=4400A

油庫

CH=2700A

荷捌室2

CH=2700A

荷捌室1

CH=2700A

検収室2

CH=2700A

検収室1

CH=2700A

器具洗浄室2

CH=2700A

雑品庫

CH=2700A

器具洗浄室1

CH=2700A

廃棄物庫

CH=2700A

書庫

CH=2400D

下処理室2

CH=2700A

食品庫

CH=2700A

仕分室

CH=2700A

皮剥コーナー

CH=2700A

下処理室1

CH=2700A

調理室

CH=2700B

和え物準備コーナーアレルギー食調理室

CH=2700

揚物・焼物室

CH=2700B

洗剤庫

CH=2400A

配送前室

CH=2700B

前室1

CH=3600A

和え物室

CH=3000B

準備室3

CH=2400A

準備室2

CH=2400A

準備室1

CH=2400A

事務室

CH=2700D

栄養士前室

CH=2400D

調理員用更衣室(女)

CH=2400D

職員用更衣室(女)

CH=2400D

CH=2400D

職員用更衣室(男)

職員用WC(女)

CH=2400D

職員通路

CH=2700D 職員用WC(男)

CH=2400D

職員階段1

D

外来階段

D

ホール

CH=2700D
玄関

CH=2700D

調理員用前室

CH=2400D

調理員用WC(女)

CH=2400D

調理員用WC(男)

CH=2400D調理員用更衣室(男)

CH=2400D

残滓庫

CH=2400A

残滓処理室

CH=2700A

準備室4

CH=2400A

調理員通路

CH=2400D

職員階段2

D

CH=2000
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Y5
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0
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0
0

32
50

57000

46
0
5
0

調理室

図示B

CH=2700

EPS

直天井F

△CH=6500

▽CH=7000

炊飯室

CH=4000B

2700

PS

直天井F

PS

直天井F

PS

直天井F

PS

直天井F

直天井F

冷蔵庫1・冷凍庫1

直天井F

冷蔵庫2・冷凍庫2

PS・EV

直天井F

軒天井

1FL+3600A

EVシャフト

直天井F

CH=1930
下り天井

CH=1930
下り天井

BB

CH=2000
下り天井

CH=1930
下り天井

CH=1930
下り天井

CH=1930
下り天井

CH=1930
下り天井
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8002000500
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ダクト開口200φ
（10箇所）

ダクト開口200φ
（30箇所）

ダクト開口200φ
（10箇所）

CH=4000
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3
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4
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0
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00
39

0
0

39
0
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35
0
0

3
90

0
3
50
0

3
97

8

アルミHジョイナー

アルミHジョイナー

（ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙジョイント位置）
WD-1参照

3
24

0

ブラインドボックス
タイプA

CH=2400
下り天井

CH=2400
下り天井

CH=2400
下り天井

CH=2400
下り天井

CH=2400
下り天井

CH=2400
下り天井

CH=2400
下り天井

天井点検口（シャッター）
600×600

10
00

865

還水槽室

直天井

CH=2400
下り天井

■天井仕上・造作物凡例

A

B

化粧石膏ボードA

ケイ酸カルシウム板 t6.0 防カビ塗装

C

D

E

F

G

直天井

欠番

直天井＋グラスウールボードt50

洗浄室

CH=3600

コンテナ消毒庫

CH=2400

配膳室

CH=2700

CH=2400
下り天井

B C

洗浄後室

CH=3600

Ｆ

B

C

B

B

化粧ケイ酸カルシウム板t6.0

アルミスパンドレルt0.8　働き幅105

ｱﾙﾐ製見切縁を見込むこと

撤去・復旧範囲の数量変更は行わない 
※配管改修ルートの変更を伴わない、

※ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ部は既存部との境に
斜線部天井撤去・復旧（下地共）

（参考）天井撤去範囲内に棚足場を設置

ノズル型吹出口取外し・再取付（機械設備工事）

（参考）点線部床養生範囲

ベベルエッジ
ジョイント目地処理

GB-R t9.5（下張）
化粧ケイカル板t6

シーリング6×6
（MS-2）

目地無し

アルミ天井

　  アルミスパンドレル天井

防かび仕様

6

9
.
5

t

 ※ 赤書き部が今回改修範囲とする

Ａ－１

海老名市食の創造館蒸気配管改修工事（２階・ボイラー室系統）

図面名称

縮尺

件名

S=1/100(A1) S=1:200(A3)海老名市
Ebina City

１階天井伏図(撤去・改修)
図面番号


